
黎
明
期

二
松
学
舎
大
学

歴
史
文
化
学
科
開
設
記
念
展
示

黎
明
期

―

東
洋
史
学
者
市
村
瓚
次
郎
資
料
か
ら―

の
歴
史
学



二
松
学
舎
大
学
歴
史
文
化
学
科
開
設
記
念
展
示

黎
明
期
の
歴
史
学

　
　
　
―
東
洋
史
学
者
市
村
瓚
次
郎
資
料
か
ら
―



　

昌
平
坂
学
問
所
の
濫
觴
で
あ
る
忍
ヶ
岡
の
林
家
塾
が
寛
文
年
間
に
修
史
事
業
を
契
機
と
し
て
そ
の
規
模
を
拡
大
し
た
こ
と
、
ま
た
水
戸
学
が
『
大
日
本
史
』
編
纂
事
業
を
淵
源
と
す
る
こ

と
等
が
示
す
よ
う
に
、
江
戸
期
の
漢
学
と
史
学
は
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
前
近
代
の
伝
統
的
史
学
が
近
代
化
過
程
で
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
近
代
史
学
へ
と
脱
皮
し
た
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
が
あ
り
う
る
が
、
今
回
の
展
示
で
は
、
近
年
本
学
に
収
蔵
さ
れ
た
東
洋
史
学
者
市
村
瓚
次
郎
の
関
係
資
料
を
中
心
に
、
黎
明
期
の
歴
史
学
に
つ
い
て
主
に
漢

学
と
の
関
わ
り
か
ら
照
射
し
て
み
た
い
。

　

幕
府
教
学
の
中
核
を
占
め
た
昌
平
坂
学
問
所
は
、
明
治
政
府
に
移
管
さ
れ
大
学
へ
と
名
称
変
更
の
末
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
に
廃
止
さ
れ
文
部
省
が
設
置
さ
れ
る
。
大
学
は
分

局
の
南
校
・
東
校
の
み
が
存
続
し
、
翌
年
の
「
学
制
」
で
は
大
学
は
「
高
尚
ナ
ル
諸
学
ヲ
教
ル
専
門
科
ノ
学
校
」
と
規
定
さ
れ
、
南
校
と
東
校
に
お
け
る
学
科
目
（
理
・
化
・
法
・
医
・
数
理
）

が
そ
の
専
門
科
と
な
り
「
文
」
の
学
び
が
高
等
教
育
か
ら
脱
落
し
断
絶
す
る
。

　

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
四
月
一
二
日
に
創
立
し
た
東
京
大
学
で
は
、
法
・
医
・
工
・
文
・
理
の
五
学
部
が
設
置
さ
れ
、
法
・
理
・
文
三
学
部
は
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
形
成
し
た
。

文
学
部
に
は
当
初
、
哲
学
科
・
史
学
科
・
政
治
学
理
財
学
科
・
和
漢
文
学
科
が
置
か
れ
た
が
、
史
学
科
は
教
授
適
任
者
の
不
在
を
理
由
に
す
ぐ
に
廃
止
さ
れ
る
。
東
京
大
学
時
代
（
一
八
七
七

～
八
六
）、
文
学
部
卒
業
生
の
約
七
五
％
を
占
め
た
政
治
学
理
財
学
科
が
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
法
学
部
に
配
置
替
え
と
な
っ
て
文
学
部
は
存
亡
の
危
機
に
瀕
す
る
が
、
東
京
大
学
か

ら
帝
国
大
学
へ
の
移
行
期
に
、
文
学
部
に
臨
時
的
に
設
置
さ
れ
た
古
典
講
習
科
が
国
書
・
漢
書
の
二
課
・
前
後
二
期
に
お
い
て
本
科
を
上
回
る
卒
業
生
を
出
し
、
明
治
末
期
～
大
正
前
期
ま

で
の
国
語
漢
文
の
学
術
教
育
界
に
人
材
を
供
給
し
た
。
古
典
講
習
科
生
徒
が
多
く
在
籍
し
た
一
八
八
〇
年
代
、
和
漢
学
の
教
官
で
史
学
と
縁
の
深
い
人
物
と
し
て
は
川
田
剛
・
重
野
安
繹
の

ご
と
き
昌
平
坂
学
問
所
出
身
の
漢
学
者
、
ま
た
栗
田
寛
・
内
藤
耻
叟
の
ご
と
き
水
戸
史
学
の
流
れ
を
汲
む
者
が
あ
り
、
近
代
史
学
を
導
入
し
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
ら
と
共
に
次
代
の

歴
史
学
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
。

　

前
記
の
市
村
瓚
次
郎
は
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
七
月
に
漢
書
課
前
期
を
卒
業
し
、
後
に
東
京
帝
大
の
東
洋
史
学
（
は
じ
め
支
那
史
学
）
講
座
の
教
授
と
な
っ
た
。
古
典
講
習
科
の
出

身
者
で
は
、
東
京
帝
大
国
史
科
の
教
授
と
な
っ
た
萩
野
由
之
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
と
し
て
東
洋
史
学
を
講
じ
朝
鮮
史
研
究
で
知
ら
れ
る
林
泰
輔
、
ま
た
文
筆
家
・
新
聞
記
者
と
し
て

知
ら
れ
『
日
本
宋
学
史
』
な
ど
思
想
史
に
業
績
を
残
し
た
西
村
時
彦
な
ど
が
出
て
お
り
、
伝
統
的
な
和
漢
学
が
新
時
代
の
研
究
に
転
換
し
た
様
の
一
端
を
物
語
る
。

　

東
大
か
ら
帝
大
へ
の
改
組
（
一
八
八
六
年
）
に
続
き
、
同
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
講
座
制
が
導
入
さ
れ
、
同
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
は
文
科
大
学
に
お
け
る
九
学
科
（
哲
・
国
文
・

漢
・
国
史
・
史
・
博
言
・
英
・
独
・
仏
）
か
ら
三
学
科
（
哲
学
・
史
学
・
文
学
）
へ
の
学
科
再
編
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
学
科
編
成
に
よ
っ
て
哲
学
・
史
学
・
文
学
か
ら
な
る
人
文
学

系
の
基
本
的
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
講
座
の
漸
次
開
設
に
よ
っ
て
学
問
領
域
の
確
立
が
促
さ
れ
た
。

　

哲
・
史
・
文
三
学
科
成
立
以
前
の
帝
大
文
科
大
学
に
お
い
て
東
洋
史
学
・
西
洋
史
学
は
未
分
化
で
、市
村
と
と
も
に
東
京
帝
大
の
東
洋
史
学
講
座
を
主
導
し
た
白
鳥
庫
吉
は
史
学
科（
一
八
八
九

～
一
九
〇
四
）の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
三
学
科
成
立
以
降
の
東
京
帝
大
文
科
大
学
で
は
、支
那
史
学
科
・
東
洋
史
学
科（
一
九
〇
五
～
一
八
）、次
い
で「
史
学
科（
東
洋
史
学
専
修
）」（
一
九
一
一

～
一
八
）
と
な
っ
て
東
洋
史
学
講
座
が
独
立
し
、
中
原
地
域
の
政
治
・
文
化
史
を
専
門
と
し
た
市
村
と
、
欧
州
東
洋
学
の
成
果
や
満
州
語
・
突
厥
語
な
ど
漢
文
以
外
の
文
献
を
駆
使
し
た
塞

外
地
域
の
東
西
交
渉
史
を
開
拓
し
た
白
鳥
が
こ
れ
を
牽
引
し
た
。
ま
た
国
史
科
（
一
八
九
三
～
一
九
〇
四
）
を
主
導
し
た
帝
大
和
文
学
科
の
卒
業
生
三
上
参
次
は
、
例
え
ば
南
北
朝
正
閏
論

争
（
一
九
一
一
年
）
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
学
術
性
と
教
学
性
の
矛
盾
を
抱
え
な
が
ら
、
史
料
編
纂
と
国
史
学
の
確
立
に
足
跡
を
残
し
た
。

歴
史
文
化
学
科
開
設
記
念
展
示

黎
明
期
の
歴
史
学　
―
東
洋
史
学
者
市
村
瓚
次
郎
資
料
か
ら
―

�

二
松
学
舎
大
学
文
学
部
教
授
・
大
学
資
料
展
示
室
運
営
委
員　

町　

泉
寿
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明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
創
設
さ
れ
た
京
都
帝
国
大
学
で
は
、
日
露
戦
後
の
同
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
九
月
に
漸
く
文
科
大
学
が
開
講
し
、
東
京
帝
大
文
科
大
学
に
お
け
る
哲
・
史
・

文
の
三
学
科
制
を
反
映
し
て
、
初
年
に
哲
学
科
、
翌
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
史
学
科
、
翌
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
文
学
科
と
一
学
科
ず
つ
開
設
さ
れ
た
。
当
初
か
ら
「
東
洋
学
研
究
の
重�

視
」
の
方
針
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
新
聞
記
者
内
藤
虎
次
郎
（
号
湖
南
）
や
文
学
者
幸
田
成
行
（
号
露
伴
）
な
ど
東
京
帝
大
出
身
学
士
以
外
か
ら
も
教
官
を
採
用
し
、
人
事
に
も
新
機
軸
を
打

ち
出
し
た
。
史
学
科
で
は
、
東
洋
史
学
（
三
講
座
）
の
内
藤
虎
次
郎
、
東
京
高
等
師
範
学
校
か
ら
転
任
し
た
帝
大
漢
学
科
出
身
の
桑
原
隲
蔵
ら
に
加
え
て
、
小
川
琢
治
の
地
理
学
な
ど
特
色

あ
る
人
文
地
理
学
が
形
成
さ
れ
た
。

　

東
北
帝
大
（
一
九
〇
七
年
開
設
、
一
九
二
二
年
法
文
学
部
増
設
）
で
は
、
東
洋
学
関
係
講
座
を
京
都
帝
大
出
身
者
が
占
め
、
新
た
に
文
化
史
学
講
座
（
日
本
思
想
史
学
・
日
本
美
術
史
）

が
創
設
さ
れ
た
。
九
州
帝
大
（
一
九
一
一
年
開
設
、
一
九
二
四
年
法
文
学
部
増
設
）
で
は
、
東
洋
学
関
係
講
座
を
東
京
帝
大
出
身
者
が
占
め
、
従
来
の
国
史
学
・
東
洋
史
学
な
ど
に
加
え
て
、

新
た
に
政
治
史
・
外
交
史
や
、
植
民
政
策
を
そ
の
内
容
と
す
る
経
済
学
第
四
講
座
な
ど
が
開
設
さ
れ
た
。

　

外
地
で
は
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
五
月
に
京
城
帝
大
が
創
設
さ
れ
て
法
文
学
部
に
法
・
哲
・
史
・
文
の
四
学
科
が
置
か
れ
、
東
京
帝
大
に
近
似
し
た
講
座
が
開
設
さ
れ
、
国
史
学
・

東
洋
史
学
の
学
者
が
朝
鮮
・
満
洲
・
渤
海
の
研
究
に
携
わ
っ
た
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
台
北
帝
大
が
創
設
さ
れ
、
最
初
に
文
政
学
部
と
理
農
学
部
の
二
学
部
を
設
置
し
て
、
南
島

方
面
へ
の
南
進
政
策
推
進
に
資
す
る
人
文
学
と
物
産
学
が
構
築
さ
れ
た
。
南
洋
史
を
国
史
学
科
出
身
者
が
担
当
し
た
こ
と
は
、
京
城
帝
大
に
お
け
る
朝
鮮
史
の
場
合
と
似
通
う
。

　

歴
史
学
は
、
日
本
近
代
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
国
内
的
に
は
漢
学
な
ど
と
共
に
国
体
論
の
形
成
に
奉
仕
し
た
面
が
あ
り
、
対
外
的
に
は
中
国
大
陸
・
朝
鮮
・
台
湾
・
満
洲
・
西
域
・
南

洋
な
ど
諸
地
域
を
研
究
対
象
と
し
て
、
従
来
の
漢
学
が
主
対
象
と
し
た
古
典
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
政
、
物
産
、
政
治
社
会
制
度
等
に
関
心
を
拡
大
し
、
国
家
の
政
策
と
も
深
く
関
係
す

る
研
究
分
野
と
し
て
歩
み
続
け
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
東
洋
史
」
と
い
う
名
称
が
「
国
語
」
と
同
じ
く
、
大
学
に
お
け
る
学
科
名
に
先
ん
じ
て
、
中
等
学
校
の
教
科
名
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
東
洋
史
」

は
東
京
高
等
師
範
学
校
の
那
珂
通
世
教
授
の
発
議
に
よ
り
、
日
清
戦
争
の
さ
な
か
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
か
ら
従
来
の
本
邦
歴
史
・
外
国
歴
史
に
替
わ
っ
て
本
邦
史
・
東
洋
史
・
西
洋

史
と
し
て
始
ま
る
。
東
洋
史
の
守
備
範
囲
は
朝
鮮
半
島
・
イ
ン
ド
を
含
む
諸
地
域
に
及
び
、
日
本
と
の
影
響
関
係
や
各
種
民
族
の
盛
衰
等
を
包
摂
す
る
も
の
と
さ
れ
、
従
来
の
中
国
古
典
を

対
象
と
し
た
漢
学
と
は
異
な
る
東
洋
学
が
興
隆
す
る
。「
国
語
」「
東
洋
史
」
の
名
称
が
学
科
名
に
先
ん
じ
て
教
科
名
と
し
て
始
ま
る
こ
と
は
、
研
究
分
野
と
し
て
未
成
熟
な
段
階
で
社
会
の

要
請
に
促
さ
れ
て
教
育
現
場
に
提
供
さ
れ
た
こ
と
、
或
い
は
研
究
と
教
育
が
自
転
車
操
業
的
に
進
行
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
市
村
の
来
簡
か
ら
は
、
帝
大
教
授
た
ち
が
文

部
省
検
定
試
験
や
教
科
書
調
査
会
の
委
員
な
ど
の
立
場
か
ら
、
中
等
教
育
に
お
け
る
国
漢
・
歴
史
・
倫
理
な
ど
の
教
科
教
育
に
も
少
な
か
ら
ず
関
与
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

一
旦
は
諸
学
問
領
域
に
解
体
さ
れ
た
漢
学
が
、
日
露
戦
後
の
頃
か
ら
再
び
復
興
の
動
き
を
見
せ
始
め
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
孔
子
祭
典
会
（
一
九
〇
七
年
）、
斯
文
会
（
一
九�

一
八
年
）、
或
い
は
大
東
文
化
学
院
（
一
九
二
三
年
）
な
ど
の
漢
学
振
興
の
た
め
の
諸
組
織
に
も
、
多
数
の
漢
学
者
・
東
洋
学
者
が
関
与
し
た
。
漢
学
の
中
か
ら
産
み
落
と
さ
れ
て
新
し
い
学

術
研
究
分
野
と
し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
黎
明
期
の
東
洋
史
・
歴
史
学
が
持
っ
た
少
な
く
と
も
一
つ
の
側
面
で
あ
り
、
黎
明
期
の
人
々
に
は
歴
史
家
と
い
う
側
面
だ
け
で

な
く
、
儒
教
道
徳
の
擁
護
者
で
あ
り
、
ま
た
漢
詩
文
や
文
芸
の
実
作
者
の
顔
を
持
つ
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

昨
年
の
中
国
共
産
党
創
立
百
年
に
続
き
、
今
年
は
日
中
国
交
正
常
化
五
十
年
、
ま
た
孔
子
殁
後
二
千
五
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
る
。
世
界
情
勢
を
反
映
し
て
、
現
在
の
我
々
の
中

国
や
東
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
へ
の
関
心
は
上
述
の
歴
史
学
・
東
洋
史
学
黎
明
期
の
そ
れ
と
は
大
き
く
隔
っ
て
い
る
。
過
去
に
は
反
省
す
べ
き
点
も
少
な
く
な
い
以
上
、
単
に
懐
古
を
主
張
し
た

い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
但
し
、
曾
て
先
人
た
ち
が
持
っ
て
い
た
中
国
・
東
ア
ジ
ア
近
隣
諸
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に
対
す
る
旺
盛
な
関
心
を
も
し
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に
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々
が
失
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て
し
ま
っ
て
い
る
と

す
る
な
ら
ば
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そ
れ
は
や
は
り
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で
は
な
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思
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の
で
あ
る
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本
学
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史
文
化
学
科
開
設
を
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示
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に
あ
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中
国
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東
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
の
歴

史
文
化
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
緒
言
と
す
る
。

　
　

令
和
四
年
二
月
末
日
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Ⅰ 東京大学古典講習科と市村 次郎

市村瓚次郎（字は奎卿、別号器堂・筑波山人・月波散人）
　1864年９月９日（元治元.８.９）に常陸国筑波郡北条町（現つくば市北部）に出生。上京して東京大学文
学部古典講習科漢書課前期に学び、1887（明治20）７月９日に同課を首席卒業。学習院の教授を経て、1898
年（明治31）より東京帝国大学文科大学助教授、1905年（明治38）に教授昇任、1907（明治40）に文学博士
を授与され、1925年（大正14）３月に62歳で定年退官するまで27年に亙って東京帝国大学に東洋史学を講じ
た。また漢学者としても知られ、漢詩・訳詩を創作し、漢文教育にも関与した。皇室からの信頼が厚く、明
治天皇皇女への漢籍講義、宮中講書始での進講（1925年）、明仁親王(現上皇)降誕時の読書鳴弦の儀などを
行っている。1947年（昭和22）２月23日、84歳で歿した。著書に『支那史』1888～1892年刊、『東洋史要』
1897年刊、『支那論集』1916年刊、『文教論集』1917年刊、『孟子講話』1936年刊、『東洋史研究』1939年刊、
『東洋史統』1939～1943年刊等がある。

（『市村博士古稀記念東洋史論叢』〈冨山房、1933〉口絵より）

Ⅰ　東京大学古典講習科と市村瓚次郎
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　古典講習科は国書課・漢書課二課が前後二期募集され、下記の計 88 人の卒業生を出した。展示品は市村瓚次郎ら漢書課前期生
の卒業記念写真であるが、極度な写真嫌いのために首席卒業の市村の姿はここになく、この日卒業した 25 人中、市村を除く 24 人
が写っている。
　教官は、前列右から川田剛、重野安繹、南摩綱紀、加藤弘之、小中村清矩、三島毅、大沢清臣。二列目右から渡邊弘基（総長）、
中村正直、島田重礼、外山正一。

＊参考：古典講習科卒業生名簿
国書課前期生（29 人）：松本愛重、小中村義象、関根正直、萩野由之、戸沢盛定、辻清次郎、井上政次郎、東宮鉄麿、佐藤定介、
江上正彦、雨宮于信、今井彦三郎、三浦純雄、橋本光秋、伊藤肇、飯田元彦、石田道三郎、豊田伴、若松釜三郎、小串隆、高木六郎、
亀山玄明、鈴木重尚、反町鉎之介、伊藤平章、奥平清規、内山直枝、山田巽、西村金平。
漢書課前期生（28 人）：市村瓚次郎、林泰輔、松平良郎、岡田正之、岡田文平、花輪時之輔、熊田鉄次郎、田野泰助、今井恒郎、
名取弘三、須藤求馬、瀧川亀太郎、末永允、安原富次、堀捨次郎、宮川熊三郎、安本健吉、深井鑑一郎、福島操、池上幸次郎、
渡辺恕之允、橋本好蔵、萱間保蔵、日置政太郎、福田重政、鈴木栄次郎、松本胤恭、与野山熊男。
国書課後期生（15 人）：岩本正方、西田敬止、平岡好文、赤堀又次郎、黒川福蔵、鹿島則泰、宮島善文、和田英松、星野忠直、
井上甲子次郎、大久保初男、生田目経徳、須永球、佐佐木信綱、大沢小源太。
漢書課後期生（16 人）：竹添治三郎、島田鈞一、山田準、児島献吉郎、長尾槙太郎、黒木安雄、平井頼吉、竹中信以、北原文治、
藤沢碩一郎、斎藤坦蔵、菅沼貞風、大作延寿、桜井成明、関藤十郎、牧瀬三弥。� （以上卒業成績順に掲出）

1 古典講習科漢書課前期卒業記念写真（1887年〈明治20〉7月9日）

6
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　1887 年（明治 20）7 月 9 日に挙行された帝国大学卒業式において、文科大学の卒業生は哲学科学生 3名のみであり（在学生も計
12 人）、古典講習科漢書課の卒業生は 25 人を数えた（渡辺洪基総長式辞による）。学士学位を授与されない古典科卒業生の胸中は
必ずしも喜びに満ちたものではなかったはずである。式典後、古典科卒業生たちは麹町区富士見町の富士見軒を会場に教官や父兄
を招待して謝恩会を催し、その席上、市村は卒業生を代表して謝辞を述べた。展示品２はその原稿である（後年自ら転写したものか）。
冒頭、市村は加藤弘之前総長の転任によって古典科生徒は親に離れるような絶望を味わったが、渡辺洪基新総長によって新しい親
を得たと謝意を表し、世間の風潮に流されて自ら漢学を無用視すべきではないこと、東洋学には塞外史や東西交渉史など未開拓分
野があること、洋学一辺倒の時世にあって中国の歴史文学を修めることは世界のためであることを述べている。

2 市村 次郎「（古典講習科卒業謝恩会における）謝辞」（1887年〈明治20〉7月9日）

7



　古典講習科を含む 1880 年代の東京大学法学部・文学部の授業では、月例の課題が定められて作詩文が課されていた。展示品は、
1885 ～ 1887 年（明治 18 ～ 20）に市村が提出した課題の詩文に対して教官たちが朱筆で識語を加えたもの。右上・左上は「送雲
帆間中先生」（1886 年〈明治 19〉10 ～ 12 月）に対する島田重礼（篁村）と南摩綱紀（羽峰）の評、右下は 1885 年（明治 18）4 月
課題として作成した「我為我堂記」に対する重野安繹（成斎）の評、左下は 1887 年（明治 20）3 月の詩稿に対する三島毅（中洲）
による評である。なお、間中雲帆（1818 ～ 1893）は下総猿島郡岩井村出身の勤王家・漢詩人で、維新後は諸県の属官となったが
志を得ず、1877 年（明治 10）に東京千駄木に隠居し後に帰郷した。郷里の近い市村は間中を慕い交流があった。

3 古典講習科在学中の市村 次郎の詩文稿

8
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　市村の古典講習科在学中の詩文稿には、前記の教官による識語のほかに、より多くの同級生たちによる識語が残されており、生
徒同士が切磋琢磨したさまを伝えている。なかでも西村時彦と瀧川亀太郎による批評が多い。右上は 1886 年（明治 19）5 月に西
村時彦の祖母に寄せた「前田嬬人八十寿序」に対する岡田文平・岡田正之・林直養（泰輔）の評。左上は 1885 年（明治 18）7 月
の「喜界島行（訳平語）」に対する大作延寿（蘭城）の評。右下・左下は、市村と瀧川亀太郎の共著『支那史』の初稿と思しい『支
那小史』に寄せる市村の自序（1888 年〈明治 21〉4 月）に対する瀧川の評。なお市村の自序は刊本『支那史』には収められておらず、
市村の中国史学の出発点を知る上で意味がある。市村は欧州各国において国史編纂に次いで文明の源流として希臘羅馬史に及ぶこ
とを踏まえて、日本においても国史に次いで中国・朝鮮史が必要であると説く。

9



Ⅱ 漢学から東洋史学へ

　1886 年（明治 19）に発布された帝国大学令により、学術技藝のうち国家にとって何が須要であるかが取捨選択された。和漢学
に求められるものは制度史や学史（文学史・哲学史）であり、漢作文は不要となり、教官もこれにともなって免職者と残留者が選
別された。帝大改組にともなう激変に危機感を強めた古典講習科生徒たちは教官と共に同年 5月に東洋学会を発足し、同年 12 月
から月刊誌『東洋学会雑誌』を発刊して、彼らの存在を主張する場を求めた。展示品４は、小中村が会計担当関根正直と編集局長
市村瓚次郎に宛てた同誌の編集刊行に関する書簡。同誌は 5年間にわたり計 42 号刊行され、1888 年（明治 21）3 月の 2巻 5 号か
らは理学・史学・文学の三分野に分けて論説を掲載しており、文学部における哲学・史学・文学の三学科制が固定される以前の人
文学系分類の例として注目される。

　＊�小中村義象（1861 ～ 1923、本姓池部）は古典講習科国書課前期に学び、小中村清矩教授の養子となり、短歌や日本古典研究
で知られる。

▲ 4 小中村義象書簡（1887年〈明治20〉10月31日、市村宛２）

1011

Ⅱ　漢学から東洋史学へ



　市村瓚次郎は古典講習科卒業後、1887 年（明治 20）12 月から翌年 12 月まで司法省属僚となり、次いで学習院傭となった。市村
は古典科同級生の瀧川亀太郎（1865 ～ 1946）との共著による処女作『支那史』に在学中に着手し、1889 年（明治 22）11 月にその
巻 1・2 を刊行する。同書は中国史の教科書として編纂されたものであり、自序に「社会の現象を網羅」することに勉めたと述べ
ており、彼らの新分野開拓の意図と意気込みが窺える。瀧川は今日から見て歴史学者というより漢学者の印象が強い人物であるが、
『東洋学会雑誌』に「支那史料」を連載するなど、本来、史学に関心が深かった。展示品５は、帝大在学中の三上参次が市村から『支
那史』原稿について批評を請われた際の書簡である。三上は批評できるかどうか、当時刊行中であった那珂通世『支那通史』（1888
～ 90 刊）も併せて送付してくれるならば、それと引き比べて検討してみると回答している。

　＊三上参次（1865 ～ 1939、1889 帝大文科大学和文学科卒）は国史学者。

▼ 5 三上参次書簡（1888年〈明治21〉3月30日、市村宛6）
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　ベルリン大学でランケ（Leopold�von�Ranke）に学んだルートヴィヒ・リース（1861 ～ 1928、Ludwig�Riess）が来日して帝大文
科大学に史学を講じたのは 1887 年（明治 20）のことである。これ以前、東京大学時代に史学科は教授適任者の不在を理由に廃止
されたまま推移し、1890 年（明治 23）に史学科を卒業した白鳥庫吉は帝大在学中、リースから最も影響を受けたとされる。展示
品６は、帝大在学中の白鳥が学習院から「歴史教授法要領」の執筆を依頼されたため、学習院傭として既に支那史と漢文を教えて
いた市村に、参照すべき参考書について問い合わせた書簡である。近代学問の第一世代に通有の難しさと闊達さがここにも見出せる。

　＊�白鳥庫吉（1865 ～ 1942、1890 帝大文科大学史学科卒）は上総出身の東洋史学者。主に中原地域の歴史を講じた市村瓚次郎に
対して、白鳥は塞外地域における東西交渉史を中心に新しい研究分野を開拓した。

▲ 6 白鳥庫吉書簡（1889年〈明治22〉8月17日、市村宛13）
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　明治以降の史学に見出だせる新しさの一つは、研究者が対象とする地域に自ら赴いて史料調査をするようになったことであろう。
市村瓚次郎は 1892 年（明治 25）7 月に学習院教授に昇任し、同月から史蹟踏査のために初めて清国に渡航した。上海から長江流域、
武昌・漢口を経て、北は芝罘・天津を経て9月に北京に到る大旅行であり、溽暑中に馬車などの交通手段しかない行程は消耗甚だしく、
北京に到着した市村は風土病のために病臥した。帰国予定を延期せざるを得なくなった市村が学習院の同僚をはじめとする知友に
書簡で事情を知らせたため、その返書が残されている。展示品７は白鳥庫吉からの返書で、東洋史学者にとっても清国踏査はまだ
まだ羨望に堪えない「壮遊」であったことが分かる。学習院への帰国遅延に伴う諸手続は古典講習科の先輩にあたる安井小太郎が
当たったことも知られる。

▼ 7 白鳥庫吉書簡（1892年〈明治25〉10月17日、市村宛27）
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　開国後の日本にとって台湾と朝鮮半島は地政学上、特別な地域であり続けた。朝鮮半島における東学党の乱に対する日清両国の
派兵を発端とする日清戦争は 1894 年（明治 27）7 月に始まった。展示品８は、開戦早々の海軍戦勝の知らせに萩野由之が松井簡
治宅で大村西崖らと祝杯を挙げ、征韓談を論じあったことを伝える書簡。追伸には号外を知らせる声が聞こえるとあり、戦争突入
時の高揚した空気感が伝わる。夏季休暇中の市村はこの時帰郷して不在であったため、萩野は市村が購読している上海の『申報』
とわが国の『時事新報』を対照して読めば面白いであろう、市村の見解を聞きたいので遠からず面会したいと伝えている。

　＊�萩野由之（1860 ～ 1924、号和庵）は佐渡出身の国史学者。東大古典講習科国書課前期に学び、学習院教授を経て東京帝大教
授となり、市村瓚次郎と似通った経歴をたどった。

▲ 8 萩野由之書簡（1894年〈明治27〉7月29日、市村宛40）
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　林泰輔は山口高等中学校助教授時代に処女出版『朝鮮史』（1892 刊）を刊行し、同書は日本統治時代の朝鮮の歴史教科書に
も一定の影響を与えた。林は 1894 年（明治 27）7 月 7 日に資料調査のために初めて朝鮮に渡航したが、日清開戦によって短期
間の調査で帰国を余儀なくされた。展示品９は林が帰国後に朝鮮調査について市村に報じた書簡で、踏査した地方都市では日
清開戦の事情に無知な者が多く、日本が朝鮮を教導して内政改革を進めることは容易ではないとして、更なる武力行使を肯定
するような趣旨も見出だせる。

　＊�林泰輔（1854 ～ 1922）は下総出身の東洋史学者・漢学者。東大古典講習科における市村瓚次郎の同級生で、卒業成績は市
村に次いだ。早くから朝鮮史研究に従事し、山口高等中学助教授を経て、帝大助教授となるも間もなく辞し、東京高師教
授として東洋史を講じた。また新発見の甲骨文研究にいち早く従事して中国古代史研究を開拓し、白鳥庫吉の中国古代史
に関する見解に異を唱えた。

▼ 9 林泰輔書簡（1894年〈明治27〉9月24日、市村宛42）
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　明治期において学士学位は高い価値があり、大学院、学部本科、古典講習科、選科等の最終学歴によっても就職や昇級に隔差があっ
た。古典講習科卒業生は学士学位を授与されなかったため、辛うじて就職できても本科学生に比べてその待遇は抑制されざるを得
ず、かつ生徒・学生からの要求や評価によって厳しい局面に立たされることもしばしばあった。展示品 10は 1898 年（明治 31）に
五高教授として熊本に赴任した児島献吉郎自身の近況、および同学・同僚の須藤求馬（漢書課前期）や長尾雨山（漢書課後期）の
近況を報じた内容で、同年に学習院教授から東京帝大文科大学助教授（学生の要求により辞職した林泰輔助教授の後任）に転じた
市村の近況も窺うことができる。

　＊�児島献吉郎（1866 ～ 1931、号星江）は、備中出身の漢文学者。帝大古典講習科漢書課後期を卒業し、五高教授、次いで東京
高師教授に転じて漢文を講じた。中国文学史に関する著述によって文学博士の学位を取得し、新設された京城帝大文科大教授
となった。

▲ 10 児島献吉郎書簡（1898年〈明治31〉9月某日、市村宛70）
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　市村の古典講習科における同級生岡田正之は、初め陸軍、次いで学習院を本務とし、傍ら東京帝大の講師・助教授を兼務した。
展示品 11からは、この時期、市村と三上参次らが岡田を陸軍から東京帝大の専任に移籍するよう運動したが、成就しなかったこ
とが分かる。今日、漢文学・日本漢文学史で知られる岡田だが、卒業論文『支那文字史』や陸軍幼年学校から刊行された『支那歴史』
等の著書から、その中国古典学・中国史への造詣が知られる。また、岡田に期待されている役割が大学本科の科目としての「東洋史」
と併せて、大学内に附設された臨時教員養成所における「支那史」の担当者であったことが知られ、東洋史教科に対する需要の高
まりが感じられる。なお、臨時教員養成所は 1902 年 4 月入学―1904 年 3 月卒業、1904 年 4 月入学―1906 年 3 月卒業の２回のみで
廃止となった。

　＊�岡田正之（1864 ～ 1927、号剣西）は富山県出身の漢学者。帝大古典講習科漢書課前期卒業。著書『近江奈良朝の漢文学』（1929
刊）、『日本漢文学史』（1929 刊）ほか。

▼ 11 三上参次書簡（1902年〈明治35〉2月27日、市村宛75）
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　1897 年（明治 30）の京都帝大創設から日露戦争を挟んで 1906 年（明治 39）に文科大学が開校するまでの間、清国留学から
帰国した狩野直喜は、岡松参太郎・織田萬ら京都帝大法科教授が委員となり京都帝大内に設置された臨時台湾旧慣制度調査会
に所属して、『清国行政法』の編纂事業に従事した。展示品 12は、『清国行政法』編纂に必要な人員採用に際し、狩野が市村の
推薦した人物について市村に照会する内容。狩野は市村の推薦した浅井虎夫（1877 ～ 1928、1902 東京帝大漢学科卒）に関して、
台湾旧慣制度調査会における調査内容が同時代中国の制度調査であり、通常の古典中国語とは異なる制度史文献や各種公文書
を読解する能力が必要であるから、これらを読み慣れた人物かどうか照会している。植民地経営という現実的要請が中国研究
の内容を変容させていったことが感じ取れる内容である。

　＊�狩野直喜（1867 ～ 1947、1895 帝大文科大学漢学科卒）は熊本出身の中国文学者。清朝考証学と欧州東洋学の影響のもと
新しい中国学を開拓し、京都帝大で多くの後継者を育てた。

▲ 12 狩野直喜書簡（1905年〈明治38〉4月28日、市村宛92）
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　1905 年（明治 38）9 月 5 日の講和条約締結による日露戦争の終結を待たず、同
年 7月に市村は奉天の文溯閣四庫全書の調査と、明清時代の朝鮮関係資料の採訪
を目的とする満洲出張に出かけている。展示品 13は市村が留守宅に宛てて各地巡
歴の状況を報じた書簡で、大連（8/18）、旅順（8/19 ～ 21）、遼陽（8/23）、東京
城（8/24）、首山堡（8/25）、奉天（8/27）の逐日の旅程が記され、特に激戦の跡
が残る旅順の見聞が多く記されている。この時、市村は写真機を携行しており（但
しその写真機を 8/25 に紛失）、また移動手段も鉄道が多くなっていて、1892 年（明
治 25）の清国初訪時と比べて実地踏査の方法にも新しい変化が見いだせる。

▼ 13 市村 次郎書簡（1905年〈明治38〉8月28日、市村宛97）

19



　内藤虎次郎が京都帝大文科大学史学科の東洋史学第一講座の担当者として着任するのは 1907 年（明治 40）のことであり、展示
品 14はそれ以前の大阪朝日新聞社論説記者時代のもの。この時の内藤の市村訪問の目的は、前年に市村が奉天調査によって収集
した朝鮮に関する清朝の漢文旧档（漢文体古記録）を調査閲覧するためであったと考えられる。市村が奉天調査に出かけた前年 7月、
内藤もまた外務省から委嘱されて満洲に渡り、占領地行政調査、清国朝鮮国境問題調査に従事し、奉天崇謨閣の『満文老档』発見
などの成果があった。京都帝大に奉職した内藤は、その後 1910 年（明治 43）に狩野直喜・小川琢治・富岡謙蔵・濱田耕作と共に
北京調査を行い、1912 年（明治 45）に富岡・羽田亨と共に奉天調査を行い、これらの学術調査は京都帝大における支那学形成の
一契機となった。新聞記者出身の内藤は現代中国の動向に精通しており、それが新しい中国史研究の重要な背景をなした。

　＊内藤虎次郎（1866 ～ 1934、号湖南）は秋田出身の新聞記者・東洋史学者。

▲ 14 内藤虎次郎書簡（1906年〈明治39〉1月9日、市村宛98）
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　市村は内藤虎次郎とほぼ同時期の 1905 年（明治 38）８月に奉天調査を行い、文溯閣四庫全書のみならず漢文・満文の旧档をも
実地検分したらしいが、恐らく満州語の理解力を欠いたため内藤に比べて満州語資料に関する成果をあげることは少なかったよう
に見える。展示品 15は、市村からの満州語「呼蘭（忽蘭）」に関する質問への回答で、宮崎は『元史語解』『清文補彙』の用例を
挙げて答えており、比較法制史を講じた宮崎が諸言語に通じたことを窺わせる。各国各時代の法律制度を対象とする法制史学は、
東京大学時代の文学部における国学系の日本法制史と共に、近代史学形成に一定の役割を果たした。

＊宮崎道三郎（1855 ～ 1928）は伊勢国出身の法学者。東大法学部を卒業後（1880）、法学部助教授となり（1881）、ドイツ留学を
経て帝大法科大学教授となる（1888）。日本法制史・比較法制史・羅馬法を講じた。

▼ 15 宮崎道三郎書簡（1907年〈明治40〉2月14日、市村宛104）
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　清朝末期、政治的混乱が続くなかいくつかの制度改革が進められた。戊戌の変
法（1898）によって設立された京師大学堂では、1902 年（明治 35）に総教習呉
汝綸が来日し教育制度視察を行う。この時ドイツ留学中の服部宇之吉は命じられ
て留学を中断して帰国し、京師大学堂師範館の総教習として北京に赴任する（～
1909 年帰国）。服部は清国人学生の日本留学を斡旋し、また北京の日本人社会で
重要な立場を占めた。展示品 16は、前半が東アジア各地の民俗学調査を精力的に
行った鳥居龍蔵（1870 ～ 1953）の満蒙調査の様子を伝える内容。後半は、東京外
国語学校の村上直次郎校長から服部と開教僧寺本婉雅（真宗大谷派）に対して蒙
古語教師候補の推薦依頼があったが、薄給では人材確保が難しいので、この蒙古
語教師を東京帝大にも兼勤させて俸給を増額してしかるべき人物を見つけたいと、
市村に協力依頼している（1911 東京外語蒙古語科開設）。満蒙への日本の関心の
高まりを示す内容である。

　＊�服部宇之吉（1867 ～ 1939、号随軒、1890 帝大文科大学哲学科卒）は福島出
身の中国哲学者・学務行政家。東京帝大で東洋倫理を講じた。清国留学中に
義和団事件に遭遇した際の『北京籠城日記』でも知られる。

▲ 16 服部宇之吉書簡（1908年〈明治41〉9月1日、市村宛112）
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　坪井九馬三は漢学者日下寛（号勺水）と共に校訂作業に従事して、日本および
朝鮮の史書・史料を集成した「文科大学史誌叢書」全 56 冊（木版と金属活字の併用）
を東京帝大から刊行している（1897 ～ 1913 刊）。史料編纂掛による古記録・古文
書の編纂刊行とは別系の動きとして注目される。明治政府による修史事業は明治
前期の修史局をめぐる変遷の後、臨時編年史編纂掛が帝大に移管されるが、筆禍
事件を契機に一端廃止され、1895 年（明治 28）に再び史料編纂掛が置かれて一次
史料を編纂した『大日本史料』『大日本古記録』『大日本古文書』の刊行が 1901 年（明
治 34）に始まる。展示品 17は、坪井が朝鮮最古の史書『三国史記』の校訂にあたり、
金沢の前田家本の借用について市村に相談している内容。前年 1907 年（明治 40）
に金沢に調査出張し「金沢訪書志」を著した市村に対して、金沢から大学への貸
出を断る回答があったため、坪井は従来の経緯を説明し、市村から重ねて借用依
頼してほしいと頼んでいる。1913 年（大正 2）刊の「文科大学史誌叢書」所収『三
国史記』には口絵に明倫館蔵書印のある前田家本の写真が収録されており、借用
できたことが分かる。

　＊�坪井九馬三（1859 ～ 1936）は摂津国出身の歴史学者。東大文学部（1881 政
治学理財学科卒）と理学部（1885 応用化学科卒）に学び、ドイツ留学を経て
帝大文科大学教授となり、西洋史・歴史地理を講じた。

▼ 17 坪井九馬三書簡（1908年〈明治41〉9月10日、市村宛113）
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　辛亥革命の幕開けとされる武昌における革命派の武装蜂起は 1911 年（明治 44）
10 月 11 日のことであり、孫文による中華民国建国宣言は翌年 1月のことである。
展示品 18は辛亥革命に際会して、菊池謙二郎が会長を勤める水戸教育会におい
て茨城県民に現代中国の動向を啓蒙する講演会を開催すべく、市村と服部宇之吉
の二人を講師に招請しようとした時の書簡。講師候補として東京帝大の後輩で新
聞記者と清国での教育経験がある白河鯉洋（1874 ～ 1919、1897 漢学科卒）の名
も挙がっている。現代中国の政治情勢が歴史学者にとって大きな刺激となってい
ることが感じられる。後出の南北朝正閏問題でも菊池は活発な動きを見せており、
同じ常陸出身の歴史家として菊池と市村には多くの接点があった。

　＊�菊池謙二郎（1867 ～ 1945、1890 帝大文科大学国史科卒）は水戸藩士の家に
生まれた歴史学者・教育者。二高校長等を務めるも辞職して京都帝大法科に
入り直し、明治 34 年（1901）に東亜同文書院教頭として上海に赴任。帰国後、
水戸中学校長・水戸教育会長等を務め、水戸学の研究で知られた。

▲ 18 菊池謙二郎書簡（1911年〈明治44〉11月20日、市村宛145）
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Ⅱ　漢学から東洋史学へ



　市村にとって西村時彦と瀧川亀太郎は古典講習科同級生のうち最も親交のあった人物。前年に懐徳堂復興のための組織懐徳堂記
念会を発足した西村は、この年の秋、懐徳堂先儒の祭典・記念講演会および展覧会を計画し、自ら奔走してこれを実行した。講演
会講師には東京・京都から学者を招き、古典科出身者を代表して市村も講演者に加わった。記念出版として五井蘭洲・中井竹山・
中井履軒の遺著五種からなる『懐徳堂遺書』も刊行されており、西村の企画力・行動力は特筆すべきものがある。また、辛亥革命
に際会して、西村は大阪朝日新聞に「清国内乱史話」の連載を開始した。情報通信が発達した時代の大事件ゆえ日々電報や新聞の
評論を通読するのに忙しいが、王鳴盛『十七史商榷』や趙翼『廿二史箚記』のような清朝の史論を読むのに異ならないと言ってい
るのは、漢学出身の新聞記者ならではの言と言えよう。

　＊�西村時彦（1865 ～ 1924、号天囚・碩園）は種子島出身の新聞記者・小説家・漢学者。古典講習科漢書課前期を中退後、新聞
記者となる。後年、師重野安繹の意向を受けて大阪懐徳堂の復興に尽力し、また京都帝大文科大学に講師として出講し「楚辞」
を講じた。文学博士（1920）。宮内省御用掛となった（1921）。著書『南島偉功伝』『日本宋学史』『懐徳堂考』『碩園先生遺集』
ほか。

▼ 19 西村時彦書簡（1911年〈明治44〉12月23日、市村宛147）
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Ⅲ 教科教育としての東洋史

　周知のように「東洋史」という名称は、「国語」と同じく大学における学科名に先んじて中等学校の教科名として始まった。「東洋史」
は東京高師の那珂通世教授の発議により、日清戦争のさなか1895年（明治28）に従来の本邦歴史・外国歴史に替わって本邦史・東洋史・
西洋史として始まる。展示品 20は、京都帝大文科大学史学科の東洋史学第二講座教授に着任した桑原隲蔵から市村に対して、中
学校の漢文と東洋史の授業時間削減に反対するために共同歩調をとるように呼びかけた内容。文部省から大学総長に中学校の漢文
と東洋史の授業時間削減について諮問があったことを受けて、桑原は京都帝大の同僚と計り反対意見を提出するつもりであり、東
京帝大でも市村が白鳥教授と相談の上、相応の措置を講じるように求めている。中学校の漢文・東洋史教科が大学において東洋史
を志望する学生に直結するため、帝大教授が中学校の教科教育の改変に敏感に反応していることが窺える。

　＊�桑原隲蔵（1871 ～ 1931、1896 帝大文科大学漢学科卒）は福井県出身の東洋史学者。桑原が編纂した『中等東洋史』と教授用
参考書は名著とされ、中等教育において広く用いられた。

▲ 20 桑原隲蔵書簡（1910年〈明治43〉10月17日、市村宛132）
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Ⅲ　教科教育としての東洋史



　展示品 21の前半は、次ページで言及する中等教員免許のための検定試験のこ
とに関する内容である。注目すべきは、追伸として記されている書簡後半部分の、
中等学校における歴史教科の細目変更に関して言及している点である。桑原によ
れば、目下、文部省では高等師範出身者が主導して中等学校の教科細目を作成中
であり、歴史科に大改編を加えて東洋史を外国史の一部とする意見が出ていると
も聞く。昨今、全国に高等学校増設の機運が高まっており、東洋史を高等学校の
必修科目にすべきと主張しようと考えている矢先、従来から有名無実の感がある
中等学校の東洋史が廃減されれば、大学における東洋史学科にも影響するので、
市村に事実関係の確認と共に対策を講じてほしいと訴えている。

▼ 21 桑原隲蔵書簡（1917年〈大正6〉9月20日、市村宛202）
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　「文検」と略称される文部省師範学校中学校高等女学校教員検定試験は、1884
年（明治 17）から 1949 年（昭和 24）まで 81 回に亙って実施された中等教員免許
を取得するための検定試験である。中等教育機関の教員免許を取得する正規ルー
トは、高等師範学校を卒業することであったが、中等教育が漸次拡充される一方
高等師範の数が限られていたため、それを補うものとして文検が機能した。帝大
教授たちは高等師範教授と異なり、教員養成に直接に携わらなかったが、各学問
領域と関連する教科の文検検定委員や教科書の検定（教科用図書調査委員）を務
めることによって、各教科のあり方に深く関与した。
　展示品 22は、新たに歴史科の検定委員となり、主査委員の選定と予備試験の試
験問題作成を依頼された桑原が、試験問題提出まで時間的余裕がないため、その
作成を市村に委託しつつ、「総括的問題」「解釈説明を要する問題」「固有名詞」に
分けて問題内容を提案をしている書簡。

▲ 22 桑原隲蔵書簡（1914年〈大正3〉7月9日、市村宛161）
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Ⅲ　教科教育としての東洋史



　前掲書簡 22 において、桑原が「文検」歴史科の予備試験問題の作成を市村に委
託したことを確認した。展示品 23からは、予備試験の次に担当する本試験の試験
問題作成について、市村と桑原の間で書簡の往復によって意見交換していたこと
が分かる。桑原は私案を提示し、また市村から送られた問題に対して私見を述べ
ている。桑原の設問案に「戊戌の政変」のような現代史の事件が含まれているこ
と、市村の設問案にあった「五代形勢論」や「清朝建国の来歴」を範囲が広すぎ
るのでより具体的にした方がよいと述べていることなどが注目される。市村の「五
代形勢論」といった設問の立て方には旧来の漢作文における史論を思わせるもの
がある。一方、桑原の行届いた文面からはその緻密で几帳面な性格が伝わる。

▼ 23 桑原隲蔵書簡（1914年〈大正3〉10月5日、市村宛165）
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　南北朝時代（1337 ～ 1392）に関する歴史教科書の記述をめぐる問題に端を発した「南北朝正閏問題」は、1911 年（明治 44）1
月の読売新聞に拠った漢学者たち（牧野謙次郎・松平康国ら）の論説を契機に政治問題化し、衆院議員藤沢元造（南岳長男）によ
る第二次桂内閣に対する国会質問へと発展する。一連の騒動の結果、文部省は問題の教科書（教師用参考書）の使用を停止し、教
科書編修官の喜田貞吉は辞職に追い込まれ、歴史学者たちは国体論と史実のはざまで苦悩することになる。市村はこの問題に関し
て王朝交替のある中国と日本では正閏の問題は同じでなく、通常は正閏の問題は起こりにくいが、南北朝時代のような異例の場合
には「国家成立の原則」に立って史実に対する批判が必要になると述べ、現実路線から南朝正統を妥当とした（『南北朝正閏論纂』）。
　展示品 24は文部次官岡田良平から市村に対して、国定教科書調査委員の立場を考えて、講演会において教科書に対する反対意
見を述べることを自重するよう求める内容。しかし市村は 2月 26 日に水戸で講演を行っている。

　＊岡田良平（1864 ～ 1934、1887 帝大文科大学哲学科卒）は遠江国出身の文部官僚。報徳思想家。一木喜徳郎は実弟。

▲ 24 岡田良平書簡（1911年〈明治44〉2月19日、市村宛135）
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Ⅲ　教科教育としての東洋史



　井上通泰と市村の交流は、明治 20 年代の森林太郎らとの文学結社「新声社」の時代に遡る。井上は岡山の第三高等中学校医学
部の眼科教授を辞めた後、帰京して眼科開業の傍ら短歌創作や国文学研究に励み、山縣有朋ら政治家と交流を持ち皇室の信頼が厚
かった。市村は井上の仲介によって明治天皇皇女（富美宮允子・泰宮聡子両内親王）に漢籍を講義するようになっていた。展示品
25は、南北朝正閏問題に関する政府方針を市村に報じた内容で、井上は小松原英太郎文相に面会した際の言葉を引用するかたちで、
歴史教科書や史料の表現における注意点を書き送っている。またこれより先、2月 25 日に井上は旧友であり南朝正統論者である市
村と賀古鶴所を伴って山縣有朋を小田原に訪ねており、市村は次第にこの問題に深く関与するようになっていた。

　＊井上通泰（1867 ～ 1941、1891 帝大医科大学卒）は眼科医、歌人、国文学者。柳田国男は実弟。

▼ 25 井上通泰書簡（1911年〈明治44〉3月14日、市村宛137）
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　展示品 26は、東京帝大文科大学長の坪井九馬三から市村の史料編纂掛に対する言動に関して厳重に注意した内容。前掲 25 の井
上通泰書簡には、南北朝の記述に関する小松原文相からの内意として、両朝対立的に記述してはならず、正閏の名分を正して書く
ようにとの指示があった。併せて井上は、吉野遷幸のあった延元元年 11 月（12 月の誤り）２日以降の歴史資料における記述につ
いては、三上参次に別途注意すると記している。こうした井上書簡の内容から判断して、市村は井上からの意見を踏まえて、史料
編纂掛の南北朝期の記述に対して批判的な意見を書簡にしたためて資料編纂掛に書き送ったと見られる。史料編纂掛からこの干渉
に対する反発が起こり、坪井文科大学長からの注意となったと考えられる。

　＊坪井九馬三（1859 ～ 1936）は 1904 年から 1912 年まで東京帝大文科大学長を務めた。

▲ 26 坪井九馬三書簡（1911年〈明治44〉3月16日、市村宛138）
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　南北朝正閏問題で世論が沸騰するなか、1911 年（明治 44）2 月以降、文部省は南北朝に関する教科書記述をめぐる対応を余儀な
くされた。まず「尋常小学日本歴史教師用巻一下」の使用を禁止するとともに、喜田貞吉の後任となった重田定一が修正案を起草し、
5～ 6 月にこれを国定教科書調査委員会歴史部会において逐条審議することとなった。部会では穂積陳重ら法学者と市村・田中義
成ら歴史学者の主張が激しく対立し、市村・萩野らが主張した南北朝の正閏を明示する意見は容れられず、「南北朝」の呼称を改
めて「吉野朝」とすることに決した。この部会案をもとに 7月に入り総会を開いて更に逐条審議し、「吉野朝」改称に反対する意
見もあったが（小牧昌業、加藤弘之、萩野、田中ら）、「南北朝」を「吉野朝」と改称することで成案をみた。展示品 27は田中義
成が市村に、市村や芳賀矢一が欠席した 19 日の後鳥羽天皇即位に関する逐条議の結果を報じ、併せて明日（7月 21 日）の吉野朝
に関する逐条議への出席を請う内容。北朝の天皇に対する呼称など、なお検討すべき問題が残っていたことも窺える。19 日の逐条
議では田中らの案が多数決によって否決されと述べ、21 日の論戦への出席を請う田中の文面には、市村に対する難詰や皮肉が含ま
れているように読み取れる。

　＊田中義成（1860 ～ 1919）は江戸出身の国史学者。

▼ 27 田中義成書簡（1911年〈明治44〉7月20日、市村宛139）
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Ⅳ 再び漢学の振興へ

　1880 年（明治 13）発足の和漢学者有志による斯文学会と 1918 年（大正 7）設立の財団法人斯文会は、名称こそ似通うがかなり
性格の異なる組織である。後者は前者を解散して研経会・孔子祭典会・東亜学術研究会・漢文学会を統合する形で、内務・文部両
省の関与のもとに設立された。斯文会の前身組織のうち、孔子祭典会は日露戦争後の 1906 年（明治 39）に東京高師の教職員から
湯島聖堂における釈奠復活を求める声が上がり、同校の嘉納治五郎校長が在京の老漢学者等に呼びかけて協議会を発足し（10 月
10 日初会合）、翌年１月に評議員と委員を選任し（阪谷芳郎蔵相・牧野伸顕文相も評議員に）、同年 4月 28 日に第 1回孔子祭典会
が挙行された。湯島聖堂における宗教儀礼の挙行は明治初年以来絶えてなかったことであり、こうした儀式に距離を置いてきたは
ずの文部省が関与するようになったことには大きな変化が認められる。展示品 28は、嘉納から市村に、孔子祭典会の際に併せて
催される先儒資料を展観する展覧会に関する協議のため来宅を請う内容。

　＊嘉納治五郎（1860 ～ 1938、1881 東大文学部政治学理財学科卒）は摂津国出身の教育者・教育行政家。

▼ 28 嘉納治五郎書簡（1909年〈明治42〉2月8日、市村宛122）

▲▼ 29 瀧川亀太郎書簡（1907年〈明治40〉2月14日、市村宛101）
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　大著『史記会注考証』で知られる瀧川亀太郎は、市村と古典講習科の同級生で、長年、仙台・二高教
授として漢文を講じた。展示品 29は、東京・湯島聖堂における孔子祭典会の挙行に呼応して、仙台でも
儒教唱道のための孔子会を設立したことを伝える内容。この他にも上越高田（増村度次）、愛媛・松山高
校（今村完道）、鹿児島・七高など、各地の教育機関において漢学者による同様の孔子祭典会開催の動き
があり、1910 ～ 1920 年前後、孔子祭は全国的な広がりを見せた。復活した孔子祭は伝統的な儒教儀礼
ではなく、日本における儒教教化を孔子に感謝するものと意義付けられたことも指摘しておきたい。瀧
川の書簡には、仙台における孔子会総会に宮城控訴院検事長の奥宮正治（慥斎の長男、健之の兄）らが
参加したこと、また「教員、裁判官、辯護士、神官、僧侶、官吏、議員も列席」したが、キリスト教宣
教師が居なかったのを物足らなく思ったという感想を洩らしている。諸宗派の国民道徳涵養への協力と
いう点で、後の内務省による三教会同などを想起させるものがある。

　＊瀧川亀太郎（1865 ～ 1946、号君山）は出雲国出身の漢学者。

▲▼ 29 瀧川亀太郎書簡（1907年〈明治40〉2月14日、市村宛101）
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　展示品 28 において前述した斯文会の前身組織のうち、孔子祭典会以外の東亜学術研究会（1909 設立）と漢文学会（1910 設立）は、
前者が帝大出身の新世代の学者が欧米の東洋学を意識して新しい視点から東洋学の振興をめざす学術団体、後者が早稲田系漢学者
を中心とした中学校漢文科教員間の連絡や教科教育の研究のために組織であった。両組織の最終的な統合は 1918 年（大正７）の
斯文会設立に俟つが、展示品 30からは 1911 年（明治 44）の段階で既に両会合併の議論が持ち上がっていたことが分かる。宇野に
よれば、中村久四郎（1874 ～ 1961、1899 東京帝大漢学科卒）ら東亜学術研究会関係者も合併に異存はなく、11 月 1 日の編集会議
の場に漢文学会関係者を招き合併について協議しようと考えたが、その日漢文学会関係者は来会しなかった。この際、合併に関す
る協議は継続しつつ、学会誌『東亜研究』1号（1911 年 12 月刊）は東亜学術研究会単独で刊行することにしたと報じている。

　＊宇野哲人（1875 ～ 1974、1900 東京帝大文科大学漢学科卒）は熊本出身の中国哲学者。

▲ 30 宇野哲人書簡（1911年〈明治44〉11月3日、市村宛144）
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Ⅳ　再び漢学の振興へ



　大阪で懐徳堂の復興に挺身する西村は、1910 年（明治 43）に記念会設立、1913 年（大正２）に財団法人認可、1916 年（大正５）
に重建懐徳堂を竣工して教員に松山直蔵（1897 東京帝大漢学科卒）を採用し、漢学振興の成果を上げていた。展示品 31は、市村
から斯文学会の刷新（斯文会設立）について賛同するように依頼された時の返書で、西村はこれに賛成するとともに、今後は懐徳
堂と手を携えて漢学振興の実効を期したいと応じている。もう一つ興味深いのは、昨年冬に西村が友人瀧川子信（瀧川亀太郎が若
い頃に使用した字）に自慢の白髯を剃れと言ったが、いまだ未練があるらしい。市村の白髯も剃った方がいい、老境に入ったら若々
しくした方がいいと忠告していることである。古典講習科同級生の親しい人間関係がよく表れている。また追伸において西村の新
しい号「碩園」について市村が不評を伝えたことに対して、西村がその由来に就いて説明したやり取りも、腹蔵のない彼らの人間
関係を示すものである。なおこの翌年、大阪朝日新聞社を退社した西村は、内藤虎次郎らの推薦を得て 1920 年（大正９）に文学
博士の学位を授与され、また島津家臨時編輯所の編纂長となり、更に 1921 年（大正 10）秋に宮内省御用掛を拝して摂政宮（昭和
天皇）の侍講となる。1923 年（大正 12）11 月の「国民精神作興詔書」の起草などの場で、漢学者であり新聞人であった西村の木
鐸としての役割が発揮された。

▼ 31 西村時彦書簡（1918年〈大正7〉3月6日、市村宛206）
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　前掲 14 内藤虎次郎書簡・15 宮崎道三郎書簡において記した通り、市村は 1905 年（明治 38）7 月から 11 月まで満洲に出張し、
奉天の文溯閣四庫全書の調査や明清時代の朝鮮関係資料の探訪に従事した。展示品 32はこの時期に執筆された原稿と考えられ、
市村の書室号である「知勁草堂」の柱刻がある用箋に毛筆で記されている。文書・典籍を所蔵する文溯閣・崇謨閣・敬典閣・翔鳳
閣の重要典籍を、玉牒・実録・太祖実録戦図・老档・旧档案・千頃堂書目・廟学典礼・元朝典故編年考の項目を立てて紹介している。

32 市村 次郎『奉天の文書典籍に就きて』

　葬法として従来あまり注意されていない風葬（火葬後に空中に散く葬法）について、中国・朝鮮・日本の例を挙げ、また僧侶間
に行われた林葬についても言及している。

33 市村 次郎『風葬に就いて（附）林葬』

Ⅴ 市村 次郎草稿類

3839

Ⅴ　市村瓚次郎草稿類



　雲南二爨碑とは、今日、書学分野で著名な東晋・爨宝子碑と劉宋・爨龍顔碑のことを指し、雲南省曲靖市（旧建寧郡）に現存する。
市村によれば同碑は明代にその存在は知られていたが、金石学の発達した宋代や清代の文献に記録がなく、道光中に後者を阮元が
紹介して以来有名になった。市村は三国時代の当該地方の歴史から説き起こし、更に碑文を用いて爨氏の歴史を明らかにしている。

34 市村 次郎『雲南二爨碑考』

　古典講習科在学中ほどではないが、その後も市村は折に触れて作詩を続けていた。展示品 35は大正末期から昭和初期にかけて
の詩文稿で、市村による本文はペン書き。批評には宮内省務めとなり東京に移った西村時彦や台北帝大文政学部教授赴任以前の久
保得二（1875 ～ 1934、号天随、1899 東京帝大漢学科卒）によるものが残る。

35 市村 次郎『（詩稿）』（大正末期～昭和初期）
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Ⅵ 詩文実作者としての中国学者たち

①阪本蘋園七言絶句
「豆南春色雨餘濃　野雉声中人駐笻　欲往従之海雲表　温乎其貌見芙蓉　　皓堂先生鑑正　　蘋園七十六翁釤」
　本作品の作者阪本釤之助（1857 ～ 1936、号蘋園・三橋）は、尾張出身の内務官僚・政治家。永井禾原の実弟。漢詩を能くし、
台湾紀行『台島詩程』（1927 刊）などを残した。本詩は駿河湾越しの富士山を詠じたもの。

②前田慧雲七言絶句
「浴沂時節午風和　湧浦湾頭一棹過　帯得花紅与松翠　靄中楼閣暎清波　　丁巳四月十八日趂湧浦舟中　　止舟道人草」
　本作品の作者前田慧雲（1855 ～ 1930、号止舟・含潤）は、三重出身の浄土真宗本願寺派僧。著述多数。漢詩文を能くし『止
舟斎詩鈔』（1929 刊）や紀行『呉楚遊草・遼月韓雲吟草』（1922 刊）を残した。本詩は 1917 年（大正 6）に能登和倉温泉に遊ん
だ時のもの。

　漢学者田保橋皓堂の依頼により諸家が揮毫した半切 16 枚を八曲一双の屏風に仕立てたもの。作者には学者・漢詩人・言論人・
官僚等が含まれ、漢詩文が教養として生きていた時代であることを思い起こさせる。

36 漢学者・漢詩人揮毫屏風（八曲一双）
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Ⅵ　詩文実作者としての中国学者たち



③細田剣堂七言絶句
「仏唱無神蘇有神　由来蘇仏不知神　道在眼前君看取　良心明処是真神　　剣堂謙」
　本作品の作者細田謙蔵（1858 ～ 1945、号剣堂）は鳥取出身の漢学者。二松学舎に学び、東京高師・東京女高師の教授となった。
詩文は那智佐典編『剣堂先生古稀寿言』に集められている。本詩は陽明学的な「心即理」を説いている。

④岡田剣西七言絶句
「天辺大月桂香浮　来照松花江上楼　胡酒蛮殽饒逸興　満洲窮北値中秋　　哈爾賓雑詠　　剣西学人」
　本作品の作者岡田正之（1864 ～ 1927、号剣西）は富山県出身の漢学者。帝大古典講習科漢書課前期卒業。学習院教授、東京
帝大助教授を勤め、日本漢文学研究で知られた。本詩は、ハルビン訪問時の作。

41



⑤渡貫香雲五言絶句
「託跡風塵底　騁情丘壑間　高人不可見　雲隔万重山　　寄懐皓堂学人仁兄幷政　　香雲詩陰勇甫艸」
　本作品の作者渡貫勇（1870 ～、号香雲・寧固軒）は、各地の中学で漢文・書道を教えた漢学者。漢詩を能くし、『寧固軒小草』
（1936 刊）、『古稀唱和集』（1939 刊）等がある。本詩は委嘱された田保橋皓堂の人物を詠じたもの。

⑥上夢香七言絶句
「喬杉老柏環神壇　憶得武尊茲駐鞍　終古凄涼薄氷嶺　吾嬬不見雲漫々　　碓嶺避暑　　夢香上真行」
　本作品の作者上真行（1851 ～ 1937、号夢香）は、雅楽を業とする公家に生まれ、明治以降、洋楽も兼修して作曲も手がけ、
東京音楽学校の教授を勤めた。傍ら漢詩を能くし、『東京十才子詩』（1880 刊）、『明治二百五十家絶句』（1902 刊）等にその作品
が収載された。本詩は碓井峠に避暑に行った時の作。
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Ⅵ　詩文実作者としての中国学者たち



⑦上村売剣五言絶句
「掃蕩是非事　春風以平等　晴窓憙宵眠　夢上芙蓉頂　　売剣道人」
　本作品の作者上村才六（1866～ 1946、号売剣・馬骨・詩命楼）は岩手県出身の言論人・漢詩人。漢詩の著書に『売剣詩草』（1903刊）、
中国紀行『清韓游踪』（1906 刊）がある。漢詩雑誌『文字禅』（のち『漢詩春秋』）を創刊した。本詩は富士山を夢に見たことを
詠じる。

⑧服部擔風七言絶句
「衡門之下避時名　喊菜曾無一事成　好咲三家村学究　却遭郷敝喚先生　　擔風老人」
　本作品の作者服部轍（1867 ～ 1964、粂之丞、号擔風）は尾張出身の漢詩人。著書に『江西観蓮集』（1900 刊）、『養痾詩紀』（1908
刊）、『志勢遊草』（1910 刊）、『丙辰詩存』（1917 刊）、『藍亭詩存』（1935 ～ 1943 刊）、『擔風詩集』等がある。本詩は郷里に隠棲
した自身を詠じている。
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⑨落合東郭七言絶句
「雲鎖峰巒幾日陰　飢猿求食出寒林　華厳瀑布凍無響　疏月山中残雪深　　聞客話晃山　　東郭散人」
　本作品の作者落合為誠（1867 ～ 1942、号東郭）は熊本出身の漢学者・漢詩人。帝大選科に学び、郷里の濟々黌・五高や七高
に教鞭をとり、後に伯父元田永孚の縁から宮内省に出仕して大正天皇の侍従となった。本詩は客から聞いた残雪深い早春の日光
を詠じたもの。

⑩高野竹隠七言絶句
「連山漫壑入暮煙　万竹蕭々月皎然　昨夢逍遥空谷裏　独歌高頌和風泉　　皓堂老兄正　　竹隠弟清雄」
　本作品の作者高野清雄（1862 ～ 1921、号竹隠）は、尾張出身で、佐藤牧山・森春濤に学んだ漢詩人。一時、神宮皇学館に教鞭を執っ
た。本詩は昨夜夢に見た静かな夜景を詠ずる。
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Ⅵ　詩文実作者としての中国学者たち



⑪近藤物庵七言絶句
「落葉手排探葆光　年々楽事属秋陽　蕈児不比崑山璞　帯去庖厨更有香　　秋山　　物安」
　本作品の作者近藤真澄（1870 ～ 1941、号物庵・物安）は高知出身の冶金学者。帝大理科大学を卒業して京都帝大教授となり、
傍ら漢詩文と禅学を好んだ。著書に『物庵禅話』（1911 刊）、『禅心録』（1920 刊）等がある。本詩は京都の秋景色を詠じたもの。

⑫土屋鳳洲七言絶句
「蟠踞群酋勢陸梁　鶏夷巣窟肅辺疆　勿来関外桜雲白　一屋飛花此啓行　　詠史　　八十一齢弘」
　本作品の作者土屋弘（1842 ～ 1926、号鳳洲）は泉州岸和田出身の漢学者。池田草庵・森田節斎らに学び、関西・東京の多く
の学校で漢学を講じた。詩文を能くし、『晩晴楼詩鈔』『晩晴楼文鈔』がある。本詩は源義家が後三年の役で東北に出陣した帰途
に、勿来関で和歌を詠んだ故事を詠じたもの。
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⑬諸橋止軒書
「唐棣之華。偏其反而。豈不爾思。室是遠而。子曰、未之思也。夫何遠之有。　　甲戌秋日　　田保橋先生高嘱　　止軒学人」
　本作品の揮毫者諸橋轍次（1883 ～ 1982、号止軒）は新潟県出身の漢学者。東京高師出身、同校の教授となった。『大漢和辞典』
の編者として著名。本作は『論語』子罕篇の一節。昭和 9年（1934）、諸橋 52 歳の時の揮毫にかかる。

⑭岡崎春石七言絶句
「両岸青山影倒酒　清波一道漲渓潭　露華紅滴孤篷上　百尺層厓放石楠　　春石山人」
　本作品の作者岡崎壮太郎（1879 ～ 1957、号春石）は東京出身の漢詩人。大沼枕山に詩を、依田学海に文を学び、晩翠吟社に
属して詩に研鑽した。著書に「近世詩人叢話」（『漢詩大講座』第 12 巻所収）がある。
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Ⅵ　詩文実作者としての中国学者たち



⑮市村器堂七言絶句
「天連北極水雲長　少海窮辺流鬼郷　夜月荒寒空峡上　可無杯酒酹林蔵　　送人赴樺太　　器堂」
　本作品の作者市村瓚次郎は東洋史学者・漢学者。帝大古典講習科卒業、学習院教授を経て、東京帝大教授となり、漢詩も能く
した。本詩はカラフトに赴任する人を送別する内容。

⑯内田遠湖五言絶句
「夕雨洗林樾　竹窓涼味加　読書方了訳　間雲聴鳴蛙　　遠湖」
　本作品の作者内田周平（1854 ～ 1944、号遠湖）は漢学者。東大医学部を経て大学院で哲学を学び、哲学館等に出講。道学を
重んじた。詩文には『遠湖文髄』（1940 刊）、『遠湖小品』（1942 刊）等がある。本詩は自らの身辺を詠じたもの。

＊�田保橋四郎平（1865 ～？、四朗、字明卿、号皓堂）は能登出身の・漢詩人。七尾中学に教鞭を執り、著書に『梅花白屋詩鈔』（1931
刊）、『梅花白屋詩文』（1943 刊）等がある。
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を
呈

し
て
聊
か
感
謝
の
意
を
表
し
、
且
そ
の
尊
容
の
撮
影
を
請
ひ
こ
れ
を
不
朽
に
伝
へ
ん
と
欲

す
。
然
る
に
我
が
父
母
と
我
が
師
保
と
は
道
路
の
泥
濘
に
拘
は
ら
ず
辱
く
玉
趾
を
枉
け
さ

せ
賜
ひ
し
は
、
我
々
一
同
の
感
激
措
か
さ
る
所
な
り
。
是
れ
第
二
に
総
長
閣
下
・
旧
総
理

閣
下
及
ひ
新
旧
教
授
諸
先
生
に
感
謝
す
る
点
な
り
と
す
。
そ
れ
総
長
閣
下
・
旧
総
理
閣
下

及
ひ
新
旧
教
授
諸
先
生
の
我
々
を
遇
す
る
こ
と
頗
る
厚
く
我
々
を
愛
す
る
こ
と
甚
親
き
こ

と
此
の
如
し
。
我
々
は
将
に
何
を
以
て
此
の
厚
遇
と
親
愛
と
に
酬
え
奉
る
べ
き
か
。

曾
て
聞
く
、
君
子
の
孝
は
口
腹
の
養
に
あ
ら
ず
し
て
、
そ
の
心
志
を
養
ふ
に
あ
り
。
立
身

行
道
揚
名
於
後
世
以
顕
父
母
孝
之
終
也
と
。
然
ら
ば
我
々
が
将
来
、
我
が
父
母
と
我
か
師

保
と
に
報
す
る
所
以
の
も
の
は
左
の
三
条
に
過
き
ざ
る
べ
し
と
信
す
。
即
ち
第
一
は
自
ら

信
す
る
の
厚
き
こ
と
、
第
二
は
自
ら
任
す
る
の
重
き
こ
と
、
第
三
は
自
ら
期
す
る
の
遠
き

こ
と
是
也
。

第
一
自
ら
信
す
る
の
厚
き
こ
と
：
凡
そ
事
業
の
如
何
を
問
は
ず
、
自
ら
信
す
る
こ
と
厚
か

ら
さ
れ
ば
、
何
事
も
成
就
す
る
こ
と
難
し
と
な
す
。
然
る
に
今
日
、
漢
学
を
修
む
る
も
の

を
観
る
に
、
自
ら
信
す
る
こ
と
頗
足
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
彼
の
漢
学
先
生
の
中
に
は
自
ら

我
は
当
世
不
用
の
人
物
な
り
と
称
す
る
も
の
な
き
に
あ
ら
す
。
又
漢
学
を
修
む
る
も
の
も

我
々
は
已
む
を
得
ず
し
て
こ
れ
を
修
む
る
に
過
き
ず
、
実
は
心
に
こ
れ
を
屑
し
と
せ
さ
る

な
り
と
公
言
す
る
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
。
是
れ
等
は
自
ら
侮
り
自
ら
軽
す
る
も
の
に
て
、

所
謂
自
ら
信
す
る
の
足
ら
さ
る
も
の
と
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
そ
れ
我
が
旧
総
理
閣
下
の
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我
々
を
生
み
賜
ひ
し
は
、
我
々
の
必
要
な
る
を
知
る
故
な
る
可
く
、
又
総
長
閣
下
の
我
々

を
存
続
せ
し
め
た
る
は
、
亦
我
々
の
無
か
る
可
か
ら
さ
る
を
認
め
た
る
故
な
る
べ
し
。
若

し
我
々
を
無
用
と
せ
ば
旧
総
理
閣
下
の
創
設
す
る
筈
な
く
、
又
総
長
閣
下
の
こ
れ
を
存
続

せ
る
訳
も
な
か
る
可
し
。
且
大
学
の
本
科
に
漢
文
学
科
を
置
き
中
学
・
師
範
の
教
科
に
も

漢
文
の
加
は
り
居
る
を
見
れ
は
、
我
が
政
府
も
漢
学
を
廃
す
る
意
な
き
こ
と
明
な
り
。
且

理
論
上
よ
り
す
る
も
実
際
上
よ
り
す
る
も
、
こ
れ
を
全
廃
し
得
べ
き
も
の
に
あ
ら
す
と
思

ふ
。然
る
に
社
会
の
風
潮
に
動
か
さ
れ
漢
学
を
修
む
る
は
已
む
を
得
さ
る
に
出
つ
と
い
ひ
、

或
は
漢
学
は
無
用
の
長
物
な
り
と
い
ふ
か
如
き
は
自
ら
信
す
る
の
厚
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら

ず
、
我
が
総
長
閣
下
と
旧
総
理
閣
下
と
を
信
ぜ
さ
る
も
の
な
り
。
独
我
総
長
閣
下
と
旧
総

理
閣
下
と
を
信
せ
さ
る
の
み
な
ら
ず
、
我
政
府
を
信
せ
さ
る
も
の
な
り
。
独
我
政
府
を
信

せ
さ
る
の
み
な
ら
ず
、
天
下
の
理
論
と
実
際
と
を
信
せ
さ
る
も
の
也
。
若
し
此
の
如
き
思

想
を
抱
き
居
ら
は
、
我
々
の
学
業
の
成
就
は
得
て
期
す
べ
か
ら
ず
。
是
れ
自
ら
信
す
る
の

厚
か
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
。

第
二
自
ら
任
す
る
こ
と
重
き
こ
と
：
我
々
は
自
ら
信
す
る
の
厚
き
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
任

す
る
こ
と
も
亦
重
か
ら
さ
る
可
か
ら
ず
。
東
洋
の
学
問
は
猶
未
開
拓
の
所
あ
り
。
支
那
は

日
本
に
比
す
れ
は
そ
の
研
究
の
行
き
届
き
た
る
所
あ
れ
と
、
所
謂
支
那
流
の
研
究
に
て

間
々
粗
漏
の
所
あ
る
を
免
れ
す
。
例
へ
ば
古
来
、
支
那
と
外
国
と
の
関
係
を
記
し
た
る
も

の
多
け
れ
と
、
大
抵
、
大
秦
国
の
東
羅
馬
の
異
名
た
る
を
言
は
ず
。
又
罽
賓
国
の
こ
と
を

記
し
て
も
今
の
カ
ブ
ー
ル
た
り
或
は
カ
シ
ミ
ー
ル
た
る
を
言
は
ず
。
苟
も
此
の
如
く
な
れ

は
、
正
史
の
外
国
伝
や
そ
の
他
の
史
書
を
繙
い
て
も
当
時
の
国
際
関
係
を
明
に
す
る
こ
と

能
は
さ
る
可
し
。
是
れ
支
那
歴
史
を
読
む
も
の
ゝ
窃
に
遺
憾
と
す
る
所
な
り
。
又
支
那
の

歴
史
は
歴
代
の
正
史
そ
の
他
の
史
類
が
具
り
て
頗
完
全
な
る
か
如
く
思
は
る
れ
と
、
緊
要

の
記
事
が
少
く
し
て
そ
の
要
領
を
捉
ふ
る
こ
と
容
易
な
ら
ず
。
故
に
こ
れ
を
取
捨
折
衷
し

て
簡
に
し
て
要
を
得
た
る
も
の
と
な
さ
ゝ
る
べ
か
ら
ず
。
是
れ
等
の
任
に
当
る
も
の
は
固

よ
り
自
ら
任
す
る
の
重
き
を
要
す
る
也
。

又
社
会
の
事
は
法
律
の
み
に
て
治
ま
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
道
徳
の
必
要
な
る
こ
と
は

三
尺
の
童
子
と
雖
も
知
る
所
な
り
。
さ
て
そ
の
道
徳
な
る
も
の
は
、
人
間
社
会
の
精
神
的

基
礎
と
な
る
も
の
に
て
、
国
の
文
野
に
よ
り
て
幾
分
か
方
法
を
異
に
す
と
雖
も
、
そ
の
目

的
を
一
に
す
る
こ
と
は
東
西
古
今
の
同
し
き
所
な
り
と
す
。
或
る
先
生
の
話
に
、
仏
国
に

て
は
孔
子
流
の
忠
恕
主
義
を
唱
ふ
る
も
の
あ
り
。
有
名
な
る
法
律
家
ヲ
ル
ト
ラ
ン
氏
の
如

き
は
社
会
は
仁
で
な
け
れ
は
治
ま
ら
す
と
い
へ
り
と
聞
く
。
又
独
逸
・
伯
林
法
科
大
学
の

教
頭
某
氏
は
社
会
は
愛
で
な
け
れ
は
成
立
す
る
能
は
す
と
い
へ
り
と
聞
く
。
蓋
欧
洲
各
国

の
有
様
は
支
那
の
春
秋
戦
国
と
よ
く
似
て
居
れ
は
、
か
ゝ
る
説
の
世
に
出
つ
る
も
亦
怪
む

に
足
ら
ず
。
然
ら
は
孔
子
の
仁
と
い
ひ
博
愛
と
い
ふ
か
如
き
も
亦
今
日
に
於
て
捨
て
去
る

べ
き
に
あ
ら
さ
る
こ
と
明
な
り
。
然
れ
と
も
儒
教
道
徳
の
み
に
偏
せ
す
し
て
博
く
各
派
に

参
照
し
長
を
採
り
短
を
補
ひ
て
益
々
孔
子
の
価
値
を
天
下
に
発
揮
す
る
が
急
務
な
る
べ
し

と
信
す
。
況
や
今
日
の
如
き
金
銭
主
義
の
流
行
の
際
に
は
、
道
徳
の
事
は
一
日
も
間
却
す

べ
か
ら
す
。
こ
れ
ま
た
自
ら
任
す
る
の
重
か
ら
さ
る
可
か
ら
さ
る
所
以
也
。
今
日
本
邦
に

於
け
る
漢
学
の
衰
態
は
そ
の
極
に
達
す
。
諸
老
先
生
一
旦
世
を
去
ら
は
、
深
く
漢
書
を
理

解
す
る
も
の
無
き
に
至
る
や
も
知
れ
ず
。
然
る
に
西
洋
各
国
に
て
は
支
那
・
印
度
等
を
研

究
す
る
学
会
あ
り
、
雑
誌
あ
り
。
独
逸
に
て
は
先
日
、
東
洋
語
学
校
を
設
立
す
る
に
至
れ

り
。
此
の
勢
に
て
進
み
行
か
は
、
我
か
邦
に
て
は
反
て
そ
の
近
隣
な
る
支
那
の
事
情
を
も

知
る
も
の
な
く
、
遂
に
は
西
洋
人
を
聘
し
て
東
洋
の
事
実
を
学
ふ
や
う
に
な
る
や
も
知
れ

ず
、
果
し
て
然
ら
は
邦
家
の
体
面
を
汚
す
こ
と
実
に
重
大
な
り
と
い
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。

こ
れ
等
の
恥
辱
な
か
ら
し
む
る
は
我
々
の
将
来
の
責
任
に
あ
ら
ず
や
。
こ
れ
ま
た
自
ら
任

す
る
こ
と
の
重
か
ら
ざ
る
可
か
ら
さ
る
所
以
な
り
。
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さ
て
こ
の
大
任
に
当
る
に
は
そ
れ
丈
の
素
地
を
作
ら
さ
る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
従
来
の
方
法

よ
り
進
ん
て
其
の
学
問
に
入
る
こ
と
、
是
れ
な
り
。
真
の
学
問
と
は
固
よ
り
彼
を
知
り
己

を
知
り
て
比
較
研
究
を
な
す
こ
と
も
必
要
な
り
。
我
々
如
き
春
秋
に
富
む
も
の
は
進
ん
て

彼
を
知
る
こ
と
を
為
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
。
然
る
後
に
著
述
な
り
講
演
な
り
を
以
て
世
を
裨

益
す
る
こ
と
を
図
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
れ
と
も
著
述
を
な
す
に
は
邦
文
を
以
て
す
る
を

望
む
。
何
と
な
れ
は
従
来
多
く
漢
文
を
用
ゐ
来
り
し
も
の
は
世
間
に
漢
文
を
理
解
す
る
も

の
多
き
か
故
な
ら
ん
も
、
今
や
漢
文
を
理
解
し
得
る
も
の
多
か
ら
ず
、
故
に
社
会
一
般
の

利
益
を
図
る
に
は
是
非
邦
文
を
以
て
著
述
を
な
す
を
希
望
す
る
な
り
。
然
れ
と
も
漢
文
を

全
廃
す
る
に
あ
ら
ず
。
漢
書
を
読
む
も
の
ゝ
漢
文
を
修
む
る
は
勿
論
な
れ
と
も
、
こ
れ
を

国
際
的
又
は
芸
術
的
の
使
用
に
止
め
、
普
通
の
著
述
は
新
井
白
石
や
貝
原
益
軒
の
如
く
仮

名
交
り
文
を
用
ゐ
ん
こ
と
を
欲
す
る
也
。
苟
も
一
般
に
漢
文
を
用
ふ
る
時
は
、
支
那
人
に

は
便
利
な
ら
ん
も
本
邦
人
に
は
不
便
頗
大
な
る
べ
し
。
例
へ
は
欧
米
の
学
を
な
す
も
の
が

欧
文
に
て
著
述
を
な
す
と
同
様
に
し
て
、
本
末
軽
重
を
忘
れ
我
が
国
家
の
体
面
を
汚
す
も

の
な
り
。
故
に
我
々
の
書
を
著
は
す
時
に
は
国
文
を
用
ふ
る
の
み
な
ら
ず
、
漢
書
の
論
語

孟
子
の
如
き
は
翻
訳
し
て
一
般
の
民
衆
が
見
て
も
読
み
易
く
解
し
易
く
し
、孔
門
の
道
徳
、

儒
教
の
精
神
如
何
を
知
ら
し
む
る
こ
と
を
図
ら
さ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
ま
た
我
々
の
自
ら

任
す
る
こ
と
の
重
か
ら
さ
る
可
か
ら
ざ
る
所
以
也
。

第
三
自
ら
期
す
る
の
遠
き
こ
と
：
前
に
陳
す
る
如
く
、
自
ら
任
す
る
こ
と
重
き
も
眼
前
の

近
効
を
求
む
る
時
は
中
途
に
し
て
或
は
廃
す
る
こ
と
あ
る
べ
し
。
何
と
な
れ
は
今
日
本
邦

の
有
様
は
ま
る
で
西
洋
狂
と
も
い
ふ
べ
き
有
様
に
し
て
、
事
の
是
非
、
物
の
善
悪
の
区
別

な
く
、
輸
入
し
さ
へ
す
れ
は
既
に
文
明
国
と
な
り
し
も
の
と
心
得
居
る
も
の
多
し
。
こ
れ

本
邦
人
の
癖
に
し
て
利
と
も
な
り
害
と
も
な
る
こ
と
あ
り
。
今
を
距
る
こ
と
千
餘
年
前
、

支
那
の
文
物
を
輸
入
せ
し
時
に
方
り
、
当
時
の
縉
紳
先
生
を
初
め
と
し
一
般
人
民
に
至
る

ま
で
支
那
狂
と
な
り
し
か
如
し
。
甚
し
き
に
至
つ
て
は
唐
朝
の
正
朔
を
用
ゐ
し
こ
と
あ

り
。
那
須
国
造
碑
の
如
き
は
是
れ
な
り
。
該
碑
に
は
永
昌
と
い
ふ
年
号
が
刻
せ
ら
れ
て
あ

る
が
、
こ
れ
は
則
天
武
氏
の
時
の
年
号
に
て
、
我
が
持
統
天
皇
の
三
年
に
当
れ
り
。
外
国

の
年
号
を
用
ゐ
し
か
如
き
は
忌
は
し
き
こ
と
な
れ
は
、
強
ゐ
て
説
を
な
し
て
永
昌
の
字
は

朱
鳥
と
い
ふ
字
の
缺
落
せ
る
な
ら
ん
と
い
ふ
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
。
然
れ
と
も
こ
れ
は
附

会
の
説
に
て
、
当
時
の
状
態
よ
り
推
せ
は
唐
の
年
号
を
用
ゐ
し
こ
と
も
怪
む
に
足
ら
ず
。

又
儒
林
の
豪
傑
物
徂
徠
が
孔
子
の
賛
に
東
夷
物
茂
卿
と
題
し
、
或
は
復
姓
を
単
姓
に
改
め

し
が
如
き
は
皆
支
那
狂
の
結
果
に
し
て
、
今
日
よ
り
こ
れ
を
見
れ
ば
憫
笑
に
堪
へ
ざ
る
も

の
あ
り
。
然
る
に
今
日
、
洋
学
者
の
中
に
は
耶
蘇
教
の
信
者
に
あ
ら
ず
し
て
猶
神
武
の
紀

元
や
明
治
の
年
号
を
捨
て
ゝ
千
八
百
九
十
幾
年
と
書
す
る
も
の
あ
り
。
又
曾
て
支
那
を
中

華
と
称
し
自
ら
夷
狄
に
処
す
る
か
如
く
、
西
洋
の
事
物
を
文
明
と
称
し
東
洋
の
慣
習
を
野

蛮
と
称
せ
る
も
の
あ
り
。
こ
れ
は
西
洋
狂
の
結
果
に
し
て
、
正
気
の
沙
汰
と
は
思
は
れ
ざ

る
な
り
。
か
く
の
如
き
時
代
に
本
邦
や
支
那
の
歴
史
文
学
を
修
む
る
も
の
ゝ
排
斥
せ
ら

る
ゝ
は
怪
む
に
足
ら
さ
る
な
り
。
然
れ
と
も
こ
れ
等
の
狂
人
は
設
令
癲
狂
病
院
に
入
院
せ

し
め
ざ
る
も
、
深
く
学
問
を
修
め
智
識
を
養
は
ゝ
自
然
に
治
療
せ
ら
る
ゝ
こ
と
あ
る
べ

し
。
そ
の
時
に
至
ら
は
、
今
日
往
事
の
支
那
狂
者
が
唐
の
年
号
を
用
ゐ
東
夷
と
称
し
た
る

を
笑
ふ
か
如
き
も
の
あ
る
べ
し
。
今
日
西
洋
狂
の
盛
な
る
時
に
方
つ
て
我
々
の
如
き
頑
然

た
る
も
の
あ
り
て
、
我
が
日
本
を
尚
び
我
が
東
洋
を
重
じ
、
支
那
狂
の
覆
轍
を
踏
ま
ず
し

て
支
那
を
研
究
す
る
は
独
日
本
や
東
洋
の
為
め
な
ら
ず
、世
界
の
為
め
な
り
と
知
る
べ
し
。

故
に
西
洋
狂
者
か
ら
は
或
は
譏
笑
せ
ら
れ
ん
も
、
他
日
そ
の
狂
病
の
治
す
る
時
に
至
ら
は

必
我
々
に
感
謝
す
る
も
の
あ
る
べ
し
。
豈
自
ら
期
す
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
べ
け
ん
や
。

然
る
に
遠
を
期
す
と
い
へ
は
、
或
は
例
の
迂
遠
な
る
学
者
の
妄
想
と
い
ふ
も
の
あ
ら
ん
。

け
れ
と
も
迂
遠
の
笑
は
我
々
の
甘
し
て
受
く
る
所
な
り
。
何
と
な
れ
は
世
の
所
謂
迂
遠
と
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は
世
事
に
迂
遠
な
る
の
謂
に
し
て
、
学
問
に
迂
遠
な
る
に
あ
ら
さ
れ
は
な
り
。
す
べ
て
実

際
の
問
題
を
取
扱
ふ
政
治
家
の
如
き
は
世
事
に
敏
な
る
を
要
す
と
雖
も
、
苟
も
学
者
た
る

も
の
は
世
事
に
迂
遠
な
る
こ
と
こ
そ
頼
母
し
け
れ
。
何
と
な
れ
は
社
会
の
事
は
分
業
を
待

つ
て
初
め
て
完
全
な
る
べ
き
は
経
済
学
者
を
待
た
ず
し
て
知
る
所
な
り
。
故
に
天
文
学
者

は
天
文
の
事
さ
へ
知
ら
は
政
治
法
律
は
知
ら
ず
し
て
可
な
り
。
又
地
質
学
者
は
地
質
の
事

さ
へ
知
ら
は
人
情
世
態
を
知
ら
ず
と
も
可
な
り
。
そ
の
他
、
文
学
史
学
医
学
に
至
る
ま
て

其
専
門
の
学
に
さ
へ
明
な
ら
は
世
事
に
迂
遠
な
る
誹
り
は
こ
れ
を
甘
受
し
て
可
な
り
。
漢

学
者
に
し
て
迂
遠
の
誹
を
免
か
れ
ん
と
欲
し
、
漫
に
政
治
家
を
気
取
り
口
を
開
け
は
輒
ち

経
世
の
こ
と
を
言
ふ
。
苟
も
経
世
の
こ
と
を
言
は
ん
と
欲
せ
は
、
何
ぞ
必
し
も
漢
学
に
限

ら
ん
。
余
は
望
む
、
漢
学
者
た
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
は
政
治
家
た
る
の
念
慮
を
断
ち
、
一

意
専
心
、
支
那
の
史
学
な
り
文
学
な
り
哲
学
な
り
を
主
と
し
て
こ
れ
を
泰
西
の
学
問
に
参

し
て
一
科
の
学
問
と
な
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
そ
の
迂
遠
の
譏
を
意
と
せ
ず
、
自
ら
期

す
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
可
か
ら
さ
る
所
以
也
。

以
上
述
べ
た
る
三
箇
の
志
望
は
終
始
我
々
の
心
頭
を
離
れ
さ
る
所
な
り
。
蓋
自
ら
信
す
る

こ
と
厚
か
ら
さ
れ
は
自
ら
任
す
る
こ
と
重
き
能
は
ず
、
自
ら
任
す
る
こ
と
重
か
ら
さ
れ
は

自
ら
期
す
る
こ
と
遠
き
能
は
ず
。故
に
こ
の
三
者
は
相
待
つ
て
用
を
な
す
も
の
な
り
。我
々

が
彼
の
親
愛
な
る
我
が
母
と
我
か
師
保
と
の
恩
に
報
す
る
に
は
こ
の
三
者
を
以
て
せ
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

今
日
、
総
長
閣
下
・
旧
総
理
閣
下
及
ひ
新
旧
教
授
諸
先
生
を
茲
に
招
待
せ
る
も
、
不
腆
の

酒
肴
以
て
歓
を
尽
す
に
足
ら
ず
、
唯
前
陳
三
条
の
意
見
を
以
て
将
来
報
恩
の
一
端
と
な
さ

ん
こ
と
を
希
ふ
。
こ
れ
同
学
諸
氏
に
代
り
て
一
言
の
蕪
辞
を
述
ふ
る
所
以
な
り
。

Ⅱ　

漢
学
か
ら
東
洋
史
学
へ

４
：
小
中
村
義
象
書
簡
（
一
八
八
七
年
〈
明
治
二
〇
〉
一
〇
月
三
一
日
、
市
村
宛
２
）

（
翻
印
）
吉
川
半
七
書
を
飛
は
し
て
云
く
、
東
洋
學
會
雜
誌
原
稿
組
立
候
處
、
凡
百
餘
ペ
ー

シ
ニ
相
成
り
、
雑
志
に
は
不
都
合
也
。
付
て
は
中
ニ
仕
切
を
な
し
、
国
民
之
友
之
体
裁
ニ

致
度
、
御
異
存
无
キ
ヤ
ト
ノ
質
疑
ニ
付
、
今
朝
直
ニ
吉
川
へ
参
り
（
昨
夜
帰
宅
ハ
十
時
過

キ
ナ
リ
キ
、
書
面
も
此
時
見
た
り
）
候
處
、
も
は
や
築
地
活
版
所
ニ
廻
置
候
と
の
事
ニ
付
、

格
別
不
都
合
も
無
之
候
へ
は
、
左
様
取
極
メ
申
候
（
書
肆
ハ
投
機
者
也
、
中
仕
切
の
あ
る

法
見
ば
え
よ
く
、且
専
ら
流
行
躰
の
由
ニ
御
座
候
）。但
し
紙
数
も
預
メ
定
メ
置
度
候
へ
は
、

も
し
ゝ
ゝ
餘
り
長
た
ら
し
く
成
候
ハ
ヽ
、
文
苑
の
處
さ
し
引
す
る
様
ニ
申
付
置
候
。
表
面

文
字
ハ
巖
谷
の
も
出
来
候
へ
共
、
餘
り
宜
し
か
ら
す
、
猶
他
ニ
も
頼
試
ン
ト
ノ
事
也
。

一
関
根
君
ニ
願
置
候
事
務
取
纏
メ
の
件
ハ
如
何
。
会
員
名
簿
帳
及
印
等
御
取
揃
へ
、
小
子

迠
御
遣
は
し
被
下
度
候
。
且
是
迠
毎
月
廿
日
発
行
の
處
を
此
度
改
メ
テ
五
日
ニ
相
極
メ
候

ニ
付
て
ハ
、
其
届
出
も
不
致
て
ハ
不
都
合
な
り
。
是
等
の
事
魚
住
ト
御
相
談
の
上
、
色
々

御
談
判
被
下
度
候
。
吉
川
へ
御
通
知
奉
願
候
。（
も
し
そ
れ
か
面
倒
な
ら
ハ
、
小
子
迠
御

通
牒
あ
り
て
も
不
苦
候
。）
付
テ
ハ
、
明
後
二
日
午
後
三
時
、
小
子
方
ニ
吉
川
ヲ
喚
ヒ
申

候
間
、
御
両
兄
共
御
出
懸
被
下
度
候
。
も
し
御
不
参
ナ
ラ
ハ
右
の
事
件
御
認
メ
ノ
御
状
被

下
度
候
。
委
詳
の
事
ハ
其
時
分
御
談
可
仕
候
。
早
々
不
具
。
十
月
三
十
一
日　
　

小
中
村

義
象　
　
　

会
計
局
長�

関
根
正
直
殿　
　
　

編
集
局
長�

市
村
瓚
次
郎
殿

５
：
三
上
参
次
書
簡
（
一
八
八
八
年
〈
明
治
二
一
〉
三
月
三
〇
日
、
市
村
宛
６
）

（
翻
印
）
時
下
益
御
健
勝
奉
欣
賀
候
。
小
生
方
、
本
日
よ
り
来
月
八
日
ま
で
少
く
閑
を
得

候
ニ
つ
き
、
御
来
遊
被
下
度
奉
希
候
。
さ
て
兼
々
御
話
の
貴
著
支
那
史
、
此
者
に
御
渡
し

被
下
度
、
ま
た
未
だ
批
評
の
た
め
執
筆
し
能
ふ
や
否
や
判
然
致
さ
ず
候
へ
共
、
兎
に
角
了
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見
ハ
其
了
見
ニ
候
間
、
那
珂
氏
の
通
史
も
御
手
許
ニ
候
は
ゞ
、
併
せ
て
拝
見
致
し
度
候
間
、

暫
時
御
恵
貸
被
下
度
奉
希
候
。
先
ハ
要
事
ま
で
、
一
筆
如
此
。
尚
拝
眉
之
節
、
萬
縷
。
三

月
卅
日　
　

三
上
参
次
拝　
　

市
村
詞
兄
硯
北

６
：
白
鳥
庫
吉
書
簡
（
一
八
八
九
年
〈
明
治
二
二
〉
八
月
一
七
日
、
市
村
宛
13
）

（
翻
印
）
晴
雨
定
な
き
天
氣
ニ
御
座
候
所
、
貴
兄
益
御
清
尚
奉
賀
候
。
陳
者
、
小
生
此
度
、

学
習
院
よ
り
歴
史
教
授
法
要
領
、
編
述
被
仰
付
候
処
、
貴
兄
は
支
那
歴
史
専
心
と
云
ひ
、

旁
小
生
不
案
内
ニ
付
、
如
何
な
る
書
を
如
何
様
に
用
ゆ
へ
き
乎
、
御
高
案
伺
度
、
右
懇
願

申
上
候
。
草
々
頓
首
。　
　

白
鳥
庫
吉　
　

八
月
十
七
日　
　

市
村
学
兄

７
：
白
鳥
庫
吉
書
簡
（
一
八
九
二
年
〈
明
治
二
五
〉
一
〇
月
一
七
日
、
市
村
宛
27
）

拝
白
。
貴
兄
に
は
去
月
中
旬
こ
ろ
よ
り
御
不
例
之
由
ニ
拝
承
候
處
、
当
時
は
如
何
被
為
渡

候
哉
。
追
々
秋
冷
ニ
も
相
成
候
へ
ハ
、
定
め
て
御
平
癒
之
途
ニ
就
か
れ
候
事
と
は
存
候
得

共
、
海
外
萬
旦
風
土
不
同
、
折
角
御
保
養
専
一
ニ
御
坐
候
。
向
に
上
海
よ
り
の
御
手
帋
正

ニ
拝
披
仕
候
。
そ
の
后
、安
井
兄
へ
の
御
芳
尺
を
も
拝
見
仕
候
。
愈
兄
か
今
回
の
御
壮
遊
、

不
堪
欽
羨
。
早
々
帰
朝
之
上
、
清
談
ニ
接
し
度
候
。
十
月
の
つ
き
よ
り
ハ
日
々
領
を
引
く

の
有
様
ニ
候
處
、
忽
チ
今
回
の
音
信
ニ
接
し
、
驚
愕
感
憐
交
々
ニ
仕
候
。
〇
学
校
の
方
へ

ハ
安
井
兄
よ
り
そ
れ
ゝ
ゝ
手
続
ニ
及
は
れ
、
小
生
よ
り
も
次
長
幹
事
へ
委
細
申
聞
候
間
、

そ
の
辺
の
儀
は
決
し
て
御
懸
念
被
下
間
敷
候
。
猶
又
御
刃
向
等
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
幸
ニ
被

仰
付
度
、
不
堪
希
望
候
。
先
は
不
取
敢
御
見
舞
迠
申
進
候
。
不
尽
。　
　

白
鳥
庫
吉　
　

十
月
十
七
日　
　

市
村
賢
契
硯
北

８
：
萩
野
由
之
書
簡
（
一
八
九
四
年
〈
明
治
二
七
〉
七
月
二
九
日
、
市
村
宛
40
）

先
夜
ハ
松
井
君
ニ
て
酒
を
飲
ミ
、
折
節
大
村
君
外
一
客
来
訪
、
四
人
ニ
て
征
韓
談
致
し
居

候
所
、
夜
半
ま
て
跫
音
を
聞
か
す
、
残
念
ニ
候
ま
ゝ
、
翌
晩
御
尋
申
候
ひ
し
也
。
其
節
拝

晤
ハ
得
す
候
へ
共
、
今
日
忽
筑
波
山
上
の
一
朶
雲
を
得
候
て
、
御
佳
作
を
さ
へ
御
示
し
下

さ
れ
、
暢
情
不
過
此
奉
存
候
。
都
下
炎
威
方
熾
ニ
、
加
之
近
来
脳
悪
し
く
、
為
ニ
日
夕
困

頓
。
函
山
か
房
海
か
へ
避
暑
い
た
し
度
存
候
所
、
御
科
程
読
書
の
校
正
近
き
在
る
筈
ニ
て

出
遊
も
六
ヶ
敷
、
愈
以
懊
悩
、
た
ゝ
枕
ニ
親
し
み
居
候
。
よ
り
て
御
作
の
和
答
も
出
来
不

申
候
。
御
諒
恕
可
被
下
候
。
昨
日
始
て
日
清
開
戦
、
我
海
軍
大
捷
の
報
に
接
し
、
快
心
快

読
、
さ
れ
と
京
釜
間
電
信
ハ
今
以
未
通
ニ
て
、
陸
軍
の
消
息
ハ
相
知
れ
不
申
候
。
海
軍
既

に
如
此
、
陸
軍
の
克
捷
ハ
勿
論
之
事
歟
と
存
居
候
。
連
戦
連
捷
ハ
善
し
。
慮
を
労
す
へ
き

ハ
平
呉
之
後
ニ
あ
り
。
庿
堂
諸
公
の
計
画
如
何
。
聴
か
ま
ほ
し
き
も
の
ニ
御
座
候
。
兄
の

取
り
た
ま
へ
る
上
海
申
報
、
我
新
報
と
対
讀
せ
は
面
白
き
こ
と
も
あ
ら
む
。
遠
か
ら
す
拝

晤
を
得
て
一
斑
を
承
ら
む
と
待
居
候
。
不
取
敢
御
答
の
ミ
、
不
尽
。　
　

七
月
廿
九
日　

時
ニ
門
外
號
外
之
聲
あ
り
。
報
す
る
所
何
事
そ
。
未
分
り
申
さ
す
候
。　
　

由
之　
　

圭

卿
大
雅

９
：
林
泰
輔
書
簡
（
一
八
九
四
年
〈
明
治
二
七
〉
九
月
二
四
日
、
市
村
宛
42
）

九
月
十
日
之
芳
翰
拝
読
仕
候
。
如
来
諭
秋
冷
相
催
候
處
、
高
堂
益
御
清
福
奉
賀
候
。
次
ニ

小
生
無
異
消
光
、
乍
憚
御
放
念
奉
祈
候
。
然
ハ
生
儀
先
般
朝
鮮
へ
渡
航
致
候
處
、
折
悪
敷

開
戦
に
際
し
候
ニ
付
、
半
途
に
て
帰
国
致
候
。
夫
が
為
メ
兼
て
計
畫
致
候
十
分
の
一
位
の

旅
行
ニ
候
間
、
新
得
の
材
料
と
申
て
誇
称
致
す
べ
き
程
之
事
ハ
格
別
無
之
候
。
乍
併
一
斑

に
因
て
全
豹
を
推
す
時
は
徧
く
八
道
を
跋
渉
致
し
候
ハ
ヽ
必
ら
ず
有
益
之
事
不
尠
と
存

じ
、
再
遊
之
念
は
勃
々
と
し
て
難
止
候
得
共
、
奈
何
、
百
事
不
如
意
、
姑
く
控
居
候
。
豊

5253

Ⅶ　資料翻印



嶋
牙
山
の
戦
争
之
時
ハ
、
小
生
ハ
内
地
旅
行
致
居
候
得
共
、
地
方
抔
に
て
ハ
今
回
の
事
件

ハ
何
に
因
て
起
り
、
何
等
の
有
様
ニ
相
成
り
候
哉
、
更
ニ
承
知
致
候
も
の
無
之
位
の
次
第

に
て
、
小
生
抔
も
毎
度
質
問
を
受
け
候
。
将
来
我
邦
が
嚮
導
之
位
置
に
立
ち
て
内
政
を
改

革
致
候
抔
ハ
中
々
困
難
之
事
ニ
存
候
。
到
底
、
軍
國
機
務
所
之
議
決
位
に
て
ハ
覚
束
な
く

候
。
今
一
層
内
地
之
紛
擾
を
惹
起
し
、
数
回
之
戦
争
に
て
も
無
之
候
ハ
ヽ
、
迚
も
彼
邦
懶

惰
之
人
心
を
鼓
舞
作
興
し
て
文
明
に
導
し
抔
の
事
ハ
六
ヶ
敷
事
と
存
候
。
日
清
戦
争
ハ

着
々
其
歩
を
進
め
、
皇
威
益
揚
り
、
先
つ
大
慶
之
事
と
存
候
。
右
ハ
疾
に
拝
復
可
申
上
候

処
、
当
地
も
種
々
更
革
之
際
に
て
、
彼
是
取
紛
れ
甚
々
延
引
、
恐
縮
之
至
ニ
奉
存
候
。
先

ハ
右
迄
、
萬
期
後
郵
候
。
匆
々
不
乙
。

九
月
廿
四
日　
　

林
泰
輔　
　

市
村
盟
臺

尚
々
松
平
、
菊
池
両
兄
も
皆
々
異
状
無
之
候
。
乍
末
、
御
令
閨
様
へ
可
然
御
致
聲
奉
祈
候
。

岡
田
、
瀧
川
諸
兄
へ
も
御
序
之
節
、
宜
敷
願
上
候
。

10
：
児
島
献
吉
郎
書
簡
（
一
八
九
八
年
〈
明
治
三
一
〉
九
月
某
日
、
市
村
宛
70
）

拝
啓
、其
後
ハ
御
無
音
致
候
。
時
下
小
春
之
好
時
季
ニ
相
成
候
。
貴
兄
益
御
清
適
奉
賀
候
。

次
ニ
小
弟
不
相
変
無
恙
消
光
罷
在
候
条
、
御
安
心
被
下
度
候
。
尤
当
地
ノ
気
候
寒
暖
激
変

ニ
ハ
生
等
亦
少
々
辟
易
罷
在
候
。
此
頃
ニ
テ
モ
日
中
ハ
フ
ラ
ン
ネ
ル
一
枚
ニ
テ
至
極
適
当

ト
相
感
し
候
へ
共
、
夜
分
ニ
相
成
候
ハ
ヾ
挟
纊�

尚
冷
気
ヲ
相
覚
へ
候
。
因
テ
生
等
ハ
目

下
防
寒
ノ
準
備
ニ
忙
ハ
シ
キ
ホ
ド
ニ
有
之
候
。
尤
雨
山
ハ
昨
年
ニ
比
シ
テ
餘
程
温
暖
ナ
リ

ト
申
居
候
。
コ
ハ
蓋
有
故
也
乎
。
鰥
兄
以
為
如
何
。
小
生
ノ
五
高
ニ
於
ケ
ル
亦
無
事
ニ
相

務
メ
居
候
。
今
日
迄
（
来
年
ハ
知
ラ
ズ
）
ノ
処
、
星
江
ノ
気
焔
ト
声
望
ト
ハ
決
シ
テ
人
後

二
落
チ
ズ
ト
自
惚
罷
在
候
。求
馬
先
生
ハ
不
相
変
御
気
ノ
毒
見
タ
ヤ
ウ
ナ
ル
次
第
ニ
有
之
、

雨
山
ノ
方
へ
ハ
続
々
生
徒
ゟ
同
氏
ノ
不
都
合
ヲ
訴
へ
ニ
来
リ
候
由
ニ
付
、
雨
山
亦
頗
ル
其

処
置
ニ
困
入
候
。
現
ニ
本
日
小
生
ノ
許
ニ
来
訪
致
候
生
徒
ノ
言
ニ
「
須
藤
先
生
ハ
暑
中
休

暇
迄
ノ
運
命
ナ
リ
ト
生
徒
一
般
ニ
豫
想
且
祈
望
致
居
候
処
、
豈
図
ラ
ン
ヤ
、
九
月
以
後
ニ

復
タ
其
面ツ

ラ

ヲ
見
ン
ト
ハ
」
ト
、
怒
気
面
ニ
溢
ル
。
亦
以
テ
其
一
斑
ヲ
卜
ス
ル
ニ
足
レ
リ
。

貴
兄
ノ
大
学
ニ
於
ケ
ル
、
定
メ
テ
気
焔
万
丈
、
生
徒
ハ
既
ニ
烟
ニ
マ
カ
レ
テ
五
里
霧
中
ニ

（
コ
レ
ハ
少
々
失
敬
）
彷
徨
セ
ル
ナ
ル
ベ
シ
ト
存
候
。
何
卒
吾
党
ノ
為
メ
ニ
十
分
光
采
ヲ

発
揮
有
之
度
希
望
ニ
不
堪
候
。
過
日
或
京
友
ゟ
ノ
通
信
ニ
「
器
堂
ノ
大
学
ニ
於
ケ
ル
声
望

至
極
宜
敷
、
決
シ
テ
林
ノ
貮
ノ
舞
ヲ
演
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
シ
、
安
心
セ
ヨ
。
又
東
亜
学

会
雑
誌
ハ
廃
刊
ニ
決
セ
リ
、
満
足
セ
ヨ
」
ト
ノ
文
言
有
之
候
。
前
者
ノ
言
ニ
対
し
テ
ハ
通

信
ノ
通
安
心
致
候
へ
共
、
後
者
ノ
言
ニ
対
し
テ
ハ
恰
モ
鞭
ヲ
死
者
ニ
加
フ
ル
ノ
観
有
之
ル

ニ
付
、
決
シ
テ
通
信
ノ
通
リ
ニ
満
足
ヲ
致
サ
ズ
、
寧
ロ
弔
意
ヲ
表
し
申
候
。
当
地
益
友
ナ

シ
、
又
書
物
ナ
シ
、
若
シ
一
年
以
上
ヲ
茲
土
ニ
経
過
ス
レ
ハ
全
ク
井
底
ノ
蛙
ト
化
シ
去
ル

ベ
シ
ト
雨
山
ト
時
々
浩
歎
ヲ
洩
ラ
シ
居
候
。
左
ノ
二
首
、
句
蕪
ナ
リ
ト
雖
、
意
ハ
尽
セ
リ
。

御
諒
察
被
下
度
候
。

九
月
十
三
夜
訪
雨
山
対
月
言
懐

與
君
対
秋
月　

月
色
有
餘
情　

灝
気
侵
衣
冷　

寒
光
入
水
明　

情
随
鴻
影
動　

愁
自
笛
声
生　

惆
悵
荊
門
客　

登
楼
賦
上
京

其
二

客
中
対
明
月　

天
外
起
離
情　

別
鶴
迷
雲
唳　

孤
鴻
顧
影
鳴

関
山
愁
万
里　

霜
露
冷
三
更　

胡
事
都
門
子　

十
年
忘
旧
盟

嗚
呼
愁
人
ノ
心
情
如
何
ニ
寂
寞
ヲ
感
し
ツ
ヽ
ア
ル
ヤ
ハ
御
推
恕
被
成
下
度
候
。
在
京
諸
友

ノ
動
静
如
何
。
後
便
御
通
信
ヲ
乞
フ
。
早
々
不
悉
。　

学
弟
献
吉　

器
堂
老
兄
侍
史
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11
：
三
上
参
次
書
簡
（
一
九
〇
二
年
〈
明
治
三
五
〉
二
月
二
七
日
、
市
村
宛
75
）

拝
啓
、
昨
日
之
岡
田
正
之
氏
を
全
く
大
学
の
人
と
す
る
談
ニ
つ
き
、
は
か
ば
か
し
き
結
果

を
見
ざ
り
し
ハ
遺
憾
ニ
存
じ
候
。
仝
氏
の
将
来
の
た
め
ニ
ハ
も
と
よ
り
言
を
要
せ
ず
、
か

の
教
員
養
成
事
業
に
も
よ
か
る
べ
く
、
又
文
科
大
学
と
し
て
も
東
洋
史
之
講
義
を
三
時
間

依
頼
し
易
き
次
第
ニ
て
、
か
た
ゝ
ゝ
今
一
応
こ
の
議
を
起
し
た
き
も
の
ニ
て
候
。
今
回
田

中
氏
よ
り
星
の
氏
ニ
談
じ
候
処
、
星
の
氏
ハ
然
ら
バ
学
長
ニ
申
出
し
て
見
る
べ
し
と
の
事

ニ
て
候
。
貴
下
に
も
尚
右
ニ
御
盡
力
被
下
て
ハ
如
何
ニ
候
哉
。
ま
づ
ハ
右
の
ミ
匆
々
敬
具
。

追
て
昨
日
の
會
ぎ
の
節
、
養
成
所
の
支
那
史
だ
け
岡
田
氏
を
と
の
説
ニ
対
し
、
小
生
ハ
そ

れ
ハ
陸
軍
ニ
て
六
か
し
く
い
ふ
な
ら
ん
。
寧
ろ
岡
田
氏
の
全
身
を
貰
ひ
う
く
る
方
可
な
ら

ん
と
申
候
ひ
し
に
、右
を
星
の
氏
ハ
誤
解
し
居
ら
れ
し
由
ニ
て
候
。
一
寸
申
添
候
。
以
上
。

　
　

卅
五
年
二
月
廿
七
日　
　

三
上
参
次　

市
村
学
兄
硯
北　

ま
た
追
て
右
ハ
急
を
要
し
候
ニ
よ
り
、
御
意
見
伺
ひ
た
く
候
。

12
：
狩
野
直
喜
書
簡
（
一
九
〇
五
年
〈
明
治
三
八
〉
四
月
二
八
日
、
市
村
宛
92
）

拝
啓
。
愈
御
清
福
奉
賀
此
事
ニ
存
候
。
扨
今
般
調
査
会
に
於
て
或
ハ
人
を
需
む
る
事
と
相

成
候
哉
も
難
計
、
就
て
ハ
過
日
来
諭
之
浅
井
氏
を
推
挙
致
度
存
し
、
織
田
博
士
迄
ニ
ハ
話

置
候
。
然
し
愈
延
請
す
る
こ
と
ゝ
ナ
ル
ヤ
否
ハ
未
定
に
つ
き
、
此
段
御
承
知
被
下
度
奉
願

候
。
唯
此
ニ
御
尋
致
度
ハ
、
御
承
知
之
通
り
小
生
等
之
調
査
致
候
ハ
清
国
現
今
之
制
度
ニ

有
之
、
従
ふ
て
六
部
則
例
、
会
典
事
例
、
近
時
之
上
諭
及
ひ
奏
摺
等
之
読
め
る
人
を
欲
し

申
候
。
支
那
制
度
専
門
之
学
士
ニ
対
し
御
尋
致
候
ハ
甚
以
失
礼
に
候
得
ど
も
、
御
承
知
之

通
り
古
文
ト
ハ
少
々
趣
を
殊
に
致
し
、こ
れ
に
慣
れ
た
る
人
ニ
非
ス
ン
バ
一
寸
困
申
候
間
、

右
御
尋
致
候
。
他
之
一
点
ハ
、
延
請
致
候
ハ
ヽ
報
酬
ハ
若
干
に
て
御
承
諾
可
有
之
候
哉
。

こ
れ
ま
た
伺
度
、
何
ト
ソ
貴
兄
之
御
見
込
御
示
し
被
下
度
奉
願
候
。
先
ハ
右
迄
、
匆
々
頓

首
。　
　

狩
野
直
喜
頓
首　
　

市
村
仁
兄
大
人
侍
史　
　

四
月
廿
八
日

13
：
市
村
瓚
次
郎
書
簡
（
一
九
〇
五
年
〈
明
治
三
八
〉
八
月
二
八
日
、
市
村
宛
97
）

拝
啓
。本
月
十
八
日
大
連
着
。翌
日
旅
順
ニ
赴
キ
、三
日
間
滞
在
致
候
。東
雞
冠
山
・
二
龍
山
・

松
樹
山
・
案
子
山
・
椅
子
山
・
二
〇
三
高
地
・
黄
金
山
等
ヲ
一
覧
致
候
。
陸
面
ノ
砲
台
ノ

稍
完
全
ニ
旧
状
ヲ
存
セ
ル
ハ
椅
子
山
・
案
子
山
ニ
テ
、
其
堅
牢
壮
大
実
ニ
驚
入
ル
許
ニ
候
。

東
雞
冠
・
二
龍
・
松
樹
等
ノ
砲
台
ハ
攻
撃
ノ
結
果
、
尽
破
壊
爆
発
セ
ラ
レ
、
殆
元
状
ヲ
存

セ
ズ
。
其
惨
憺
タ
ル
有
様
ハ
想
像
ノ
及
ブ
所
ニ
ア
ラ
ズ
。
我
軍
隊
ハ
此
ノ
堅
牢
ナ
ル
砲
台

ヲ
破
リ
タ
ル
功
績
ヲ
思
ハ
ヽ
感
涙
ノ
外
無
之
候
。
二
〇
三
高
地
ニ
登
レ
ハ
、
旅
順
港
ノ
全

形
ハ
全
ク
一
目
ノ
下
ニ
有
之
。
山
上
ニ
戦
死
者
ノ
碑
ヲ
立
テ
、
山
腹
ニ
露
人
ヲ
埋
メ
タ
ル

所
有
之
、
今
猶
臭
気
鼻
ヲ
ツ
キ
、
人
膏
ノ
地
上
ニ
シ
モ
出
セ
ル
ヲ
見
申
候
。
港
内
沈
没
ノ

軍
艦
ハ「
シ
ト
ヴ
ィ
サ
ル
」「
ペ
レ
ス
ウ
ツ
イ
」「
ア
ム
ー
ル
」ニ
シ
テ
、「
パ
ル
ラ
タ
」「
バ
ー

ヤ
ン
」ハ
浮
キ
上
リ
居
リ
シ
ニ
、廿
日
ノ
午
後
ニ「
バ
ー
ヤ
ン
」ハ
出
港
日
本
ニ
赴
キ
申
候
。

新
市
街
ノ
建
物
ハ
皆
宏
大
ナ
ル
者
ニ
有
之
候
得
共
、
今
全
ク
空
家
ニ
有
之
候
。
同
廿
ニ
日

午
後
一
時
旅
順
出
発
、
夕
刻
南
山
ノ
下
ヲ
過
キ
申
候
。
百
メ
ー
ト
ル
位
ノ
山
ニ
テ
、
想
像

セ
ル
カ
如
キ
高
キ
者
ニ
無
之
候
。
同
廿
三
日
午
後
二
時
遼
陽
着
、
停
車
場
附
近
二
百
万
坪

ハ
露
人
ノ
占
領
シ
居
リ
シ
所
、
建
物
今
猶
存
セ
ル
者
多
ク
有
之
候
。
此
地
ニ
テ
賀
古
君
ニ

面
会
致
候
。
遼
陽
市
ハ
人
口
三
万
七
千
餘
有
之
由
ニ
候
。
廿
四
日
ニ
ハ
太
子
河
ヲ
渡
リ
テ

東
京
城
及
東
京
陵
ヲ
一
覧
致
候
。
東
京
城
ハ
清
ノ
太
祖
ノ
築
キ
シ
所
、
今
日
ヨ
リ
三
百
年

ノ
モ
ノ
、
大
抵
荒
壊
ニ
帰
シ
居
リ
申
候
。
東
京
陵
ハ
太
祖
ノ
弟
壮
親
王
及
長
子
楚
英
貝
勤

ノ
墓
ニ
候
。
廿
五
日
ハ
騎
馬
ニ
テ
首
山
堡
ニ
赴
キ
候
。
高
二
〇
九
メ
ー
ト
ル
、
北
方
遼
陽

城
ヲ
一
目
ニ
見
申
候
。
極
メ
テ
要
害
ノ
地
、
山
上
露
兵
設
ケ
タ
ル
塹
壕
壘
壁
猶
存
居
候
。

帰
途
鉄
道
線
路
ニ
沿
ヒ
テ
来
リ
、
汽
車
ノ
来
ル
ニ
よ
り
下
馬
シ
居
候
処
、
馬
ハ
汽
車
ニ
驚

5455
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キ
狼
走
シ
去
リ
（
絵
端
書
ニ
テ
通
信
セ
ル
通
）、
殆
困
却
仕
候
。
馬
ハ
其
後
兵
站
司
令
部

ニ
テ
捜
得
候
得
共
、
馬
背
ニ
結
ビ
付
ア
リ
シ
写
真
ノ
器
械
ヲ
紛
失
シ
、
翌
半
日
ハ
憲
二
人

輸
卒
二
人
ヲ
派
シ
テ
線
路
両
側
ヲ
捜
索
セ
シ
メ
候
得
共
見
当
ラ
ス
。
殆
絶
望
致
候
。
已
ニ

写
真
器
ヲ
失
ヒ
申
候
上
ハ
、
折
角
ノ
出
張
取
調
ノ
事
柄
モ
半
ハ
目
的
ヲ
空
ク
ス
ル
ナ
ラ
ン

ト
心
配
致
居
候
得
共
、
今
更
致
方
無
之
。
廿
七
日
午
後
一
時
出
発
、
六
時
奉
天
ニ
着
。
今

日
城
中
ナ
ル
総
司
令
部
ヲ
訪
、
大
山
元
帥
・
福
島
少
将
ニ
面
会
致
候
。
明
日
宮
殿
其
他
ヲ

一
覧
ノ
筈
、
時
宜
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
先
ツ
鉄
嶺
・
開
原
ノ
地
方
ニ
至
リ
、
更
ニ
帰
来
リ
テ
当
地

ニ
二
三
週
間
滞
在
ノ
事
ニ
可
相
成
歟
、
未
定
ニ
候
。
時
宜
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
撫
順
・
興
京
ノ
方

面
ヘ
モ
赴
ク
筈
ニ
付
、
帰
京
ハ
十
月
初
旬
ニ
可
相
成
歟
ト
存
候
。
今
回
ノ
旅
行
地
ハ
到
処

日
本
軍
隊
充
満
シ
、
兵
站
宿
舎
ノ
厄
介
ニ
相
成
、
毫
モ
不
自
由
無
之
。
日
本
酒
・
ビ
ー
ル

何
デ
モ
有
之
、
奉
天
ニ
テ
ハ
午
房
ノ
ウ
マ
煮
、
蓮
根
ノ
油
揚
、
氷
豆
腐
、
沢
山
ノ
香
物
等

モ
有
之
候
。
気
候
ハ
正
午
八
十
度
位
、
朝
夕
ハ
七
十
二
三
度
位
ニ
テ
凌
能
ク
候
。
来
月
中

旬
ニ
至
レ
ハ
餘
程
冷
気
ニ
相
成
由
ニ
候
。
当
分
ノ
処
、
身
躰
異
状
無
之
、
御
安
心
相
成
度

候
。
書
状
ハ
大
抵
七
日
位
ニ
達
ス
可
ク
候
。
奉
天
兵
站
宿
舎
宛
ニ
テ
届
キ
可
申
候
。
草
々

不
一
。　
　

八
月
廿
八
日
夜　
　

於
奉
天
宿
舎　

市
村
瓚
二
郎

市
村
喜
代
子
殿　

同
毅
殿　

同
宏
殿

14
：
内
藤
虎
次
郎
書
簡
（
一
九
〇
六
年
〈
明
治
三
九
〉
一
月
九
日
、
市
村
宛
98
）

過
日
は
参
上
、
長
座
、
殊
に
御
饗
応
を
辱
う
し
、
奉
謝
候
。
小
生
事
ハ
明
十
日
午
後
六
時
、

一
先
づ
帰
阪
の
途
ニ
つ
き
申
度
、
そ
の
前
今
一
度
拝
晤
ヲ
得
申
度
考
居
候
。
明
日
午
前
中

参
上
の
つ
も
り
ニ
御
座
候
。
御
差
支
な
く
ば
御
在
宅
願
上
候
。
尚
例
の
漢
文
旧
档
は
そ
の

際
一
時
拝
借
仕
度
候
。
こ
れ
ハ
小
生
事
こ
の
度
外
務
省
の
方
ノ
用
事
ニ
て
清
韓
国
境
問
題

調
査
ニ
従
事
致
居
候
処
、
通
文
館
志
ニ
ハ
清
朝
が
朝
鮮
征
服
以
前
之
事
は
無
之
ニ
付
、
右

旧
档
ニ
て
一
応
取
調
申
度
存
候
。
今
月
末
迄
ニ
ハ
再
び
御
手
許
迄
差
上
可
申
、
そ
の
上
ニ

て
緩
々
御
謄
写
下
さ
れ
度
候
。又
こ
の
方
撮
影
の
写
真
も
明
日
取
そ
ろ
へ
持
参
可
仕
候
間
、

そ
の
内
ニ
て
御
入
用
の
分
ハ
御
指
示
下
さ
れ
度
候
。大
阪
よ
り
差
上
可
申
候
。尚
い
ろ
ゝ
ゝ

御
相
談
申
上
度
候
も
、
拝
眉
の
際
委
細
可
申
上
候
。
匆
々
頓
首
。
一
月
九
日　
　

虎
次
郎

　
　

器
堂
先
生
侍
史

15
：
宮
崎
道
三
郎
書
簡
（
一
九
〇
七
年
〈
明
治
四
〇
〉
二
月
一
四
日
、
市
村
宛
104
）

拝
啓
。
愈
御
清
光
奉
拝
賀
候
。
然
は
先
日
御
話
御
座
候
呼
蘭
（
忽
蘭
）
一
寸
相
調
候
所
、

元
史
語
解
幷
ニ
清
文
補
彙
ノ
説
ニ
テ
ハ
此
等
文
字
ヲ
以
テ
写
セ
シ
モ
ノ
凡
ソ
三
種
有
之
候

様
被
存
候
。
尤
モ
元
史
語
解
ノ
説
ニ
付
テ
ハ
如
何
被
思
候
廉
無
之
ニ
ア
ラ
ス
候
得
共
、
兎

ニ
角
見
当
候
マ
ヽ
御
報
申
上
候
。

一
、（
清
文
補
彙
）

《
満
文
》
呼
蘭
城
黒
竜
江
地
名
、
〇
見
于
対
音
字
式
。《
満
文
》
烟
筒
峯
、
在
永
陵
対
面

《
満
文
》
之
西
。

満
州
語
ノ
《
満
文
》（huluan

）
ハ
烟
筒
ノ
義
ト
相
見
エ
申
候
。
満
洲
源
流
考
巻
十
八
ニ

モ
呼
蘭
竈
突
ト
有
之
申
候
。

二
、（
元
史
語
解
）
巻
一

《
満
文
》
呼
喇

烏
阿
安　

烏
蘇烏
思

呼
蘭
烏
遜　

呼
蘭
集
聚
也
。
烏
遜
水
也
。
巻
一
百
三
十
五
作
忽
蘭
兀
孫
。

茲
ニ
《
満
文
》
ト
ア
ル
ハ
蒙
古
語
ノ
《
満
文
》（hural

）
ヲ
写
シ
タ
ル
モ
ノ
歟
。《
満
文
》

ハSchm
idt

氏
蒙
古
語
辞
典
ニD

ie�versam
m
lung;�die�religiose�zusam

m
em
kunft�

der�geistlichkeit　

ト
御
座
候
。

三
、（
元
史
語
解
）
巻
四
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《
満
文
》
呼
喇

烏
阿
安　

伊
勒
基伊

呼
蘭
伊
勒
吉　

呼
蘭
野
騾
也
。
伊
弥
吉
去
毛
皮
也
。
巻
三
作
忽
蘭
也
児
吉
。

　

茲
ニ
《
満
文
》
ト
ア
ル
ハ
蒙
古
語
ノ
《
満
文
》（hula

）
ニ
テ
黒
鬃
黄
馬
ノ
義
ニ
ハ
ア

ラ
ザ
ル
歟
。
野
騾
ハ
蒙
古
語
ニ
テ
普
通chigitai

ト
申
候
由
ニ
候
。
但
シ
遼
史
語
解
巻
八

ニ
モ
呼
蘭
蒙
古
語
野
騾
也
。
巻
十
七
作
胡
懶
ト
有
之
申
候
。

先
ハ
右
申
上
度
、
草
々
敬
具　
　

十
一
月
九
日　
　

宮
崎
道
三
郎　
　

市
村
博
士
殿

16
：
服
部
宇
之
吉
書
簡
（
一
九
〇
八
年
〈
明
治
四
一
〉
九
月
一
日
、
市
村
宛
112
）

拝
啓
。
時
下
御
清
康
奉
賀
候
。
鳥
居
氏
本
年
三
月
赤
峯
よ
り
シ
ラ
ム
レ
ン
を
経
て
大
小
巴

林
に
至
り
ア
ル
コ
ル
チ
ン
を
経
て
西
ウ
ヂ
ム
チ
ン
に
到
り
、
更
に
外
蒙
古
車
臣
汗
顔
よ
り

喀
爾
喀
河
畔
に
出
で
黒
龍
江
省
に
達
し
、
遂
に
七
月
十
一
日
を
以
て
赤
峯
に
帰
着
。
更
に

該
地
附
近
に
旅
行
し
、
今
又
旅
行
の
準
備
に
有
之
。
極
め
て
元
気
の
容
子
に
候
。
先
日
桑

原
・
矢
野
両
文
学
士
蒙
古
旅
行
の
時
、
赤
峯
に
て
鳥
居
氏
に
遇
ひ
、
一
家
元
気
の
報
を
齎

し
帰
り
候
。
鳥
居
氏
前
記
旅
行
中
ハ
通
信
の
便
無
き
を
以
て
、
何
方
に
も
御
無
音
致
居
候

事
と
存
候
。
此
に
一
事
御
配
慮
を
願
度
儀
有
之
。
其
は
外
国
語
学
校
よ
り
蒙
古
語
教
師
招

聘
の
儀
、
小
生
と
在
北
京
本
願
寺
派
寺
本
婉
雅
氏
と
依
頼
有
之
候
処
、
俸
給
ハ
月
額
百
円

と
の
事
に
て
、
何
分
然
る
べ
き
人
を
得
る
に
苦
し
み
候
。
小
生
等
ハ
蒙
古
語
の
外
に
兼
ね

て
満
、
漢
、
西
蔵
等
の
語
を
も
能
く
す
る
人
を
求
め
居
候
が
、
右
様
の
人
ハ
百
円
に
て
ハ

躊
躇
致
候
。
就
て
本
日
村
上
校
長
に
詳
細
の
事
情
を
開
陳
し
、東
京
大
学
の
方
に
兼
務
し
、

月
五
六
十
円
を
得
る
や
う
尽
力
を
頼
み
遣
し
候
が
、
貴
兄
に
於
て
も
学
長
等
と
御
相
談
の

上
御
心
添
願
度
候
。
尤
も
語
学
校
の
方
に
て
ハ
急
ぎ
居
候
ニ
付
、
本
件
ハ
御
多
忙
中
恐
縮

に
候
も
、
至
急
御
商
議
願
上
候
。
先
ハ
右
要
件
の
み
匆
々
。　
　

九
月
一
日　
　

服
部
宇

之
吉　
　

市
村
瓉
次
郎
殿　

17
：
坪
井
九
馬
三
書
簡
（
一
九
〇
八
年
〈
明
治
四
一
〉
九
月
一
〇
日
、
市
村
宛
113
）

謹
啓
、
本
朝
御
来
訪
被
下
候
処
、
何
の
風
情
も
無
之
、
失
礼
仕
候
。
其
節
申
進
候
筈
之
処
、

失
念
候
儘
、以
書
状
申
進
候
。
陳
は
先
般
本
学
よ
り
金
沢
へ
宛
三
国
史
記
借
入
申
入
候
処
、

先
年
三
年
半
も
貸
付
候
に
付
き
、
勿
論
写
本
可
有
之
、
且
金
沢
に
於
て
は
書
物
を
門
外
に

出
さ
す
候
規
程
之
由
、
貴
下
迄
御
通
報
有
之
、
確
に
承
候
。
依
而
再
度
通
牒
致
し
、
普
通

写
本
に
て
は
不
辨
用
申
、
且
影
写
候
為
に
借
入
度
旨
申
送
候
。
然
処
、
今
日
迄
も
返
答
無

之
、
然
上
は
乍
御
面
倒
貴
下
よ
り
も
金
沢
へ
宛
御
書
状
被
下
間
敷
候
哉
。
其
趣
旨
は
、
先

年
永
々
旧
前
田
本
を
借
用
候
も
、
当
時
は
研
究
未
至
、
該
書
は
旧
版
本
と
而
も
何
分
缺
本

な
り
、
猶
ほ
外
に
佳
本
可
有
之
抔
の
空
想
を
抱
き
、
手
元
本
ニ
校
訂
候
位
に
止
め
、
影
写

は
扨
お
き
普
通
之
写
も
取
置
不
申
候
処
、
其
後
種
々
之
方
面
か
ら
種
々
の
異
本
を
獲
候
へ

共
、
畢
竟
皆
旧
前
田
本
に
及
は
す
、
今
に
至
り
該
書
を
影
写
し
置
か
ざ
り
し
を
後
悔
候
次

第
に
候
。
且
目
下
最
後
之
校
正
を
致
居
候
際
、
旧
賀
州
本
無
之
候
て
は
校
正
上
遺
憾
有
之

候
条
、
何
卒
一
覧
致
度
、
是
は
実
に
学
海
及
政
浦
百
年
之
後
ま
て
相
響
き
候
次
第
に
就
き
、

規
程
に
拘
ら
ず
特
制
之
手
段
に
て
該
書
を
向
ふ
一
年
限
り
本
学
へ
御
貸
与
相
成
度
儀
に
有

之
候
。
此
辺
何
卒
貴
下
よ
り
も
金
沢
表
へ
御
申
越
相
成
度
、
此
段
願
入
候
。
敬
具
。　
　

九
月
十
日　
　

坪
井
九
馬
三　
　

市
村
瓉
次
郎
様
硯
北

18
：
菊
池
謙
二
郎
書
簡
（
一
九
一
一
年
〈
明
治
四
四
〉
一
一
月
二
〇
日
、
市
村
宛
145
）

拝
啓
仕
候
。
支
那
革
命
事
件
、
御
感
想
如
何
。
史
実
を
眼
前
に
見
候
事
千
載
之
一
遇
と
喜

び
居
申
候
。
扨
右
革
命
に
つ
き
当
地
の
人
々
に
も
支
那
に
関
す
る
知
識
を
與
へ
度
、
水
戸

市
教
育
会
主
催
と
相
成
、
来
月
四
日
頃
（
四
日
は
三
日
の
誤
字
ニ
候
）
講
演
会
相
催
度
候

間
、
御
出
馬
被
下
候
は
ゞ
幸
甚
之
至
ニ
御
座
候
。
も
し
同
日
頃
御
都
合
あ
し
け
れ
ば
、
其

次
の
日
曜
に
繰
延
べ
候
て
も
よ
ろ
し
く
御
座
候
。
服
部
博
士
に
も
是
非
御
出
演
を
請
ひ
度

5657
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候
間
、
乍
御
手
数
尊
兄
よ
り
御
相
談
被
下
度
願
上
候
。
御
迷
惑
と
は
奉
拝
察
候
得
共
、
御

揃
御
出
で
被
下
度
、
千
万
希
望
仕
候
。
草
々
敬
具
。　
　

十
一
月
二
十
日　
　
　

謙　
　

圭
卿
博
士
硯
北

白
河
鯉
洋
抔
も
招
き
候
考
、
午
前
午
後
に
亙
り
て
相
開
き
度
つ
も
り
ニ
御
座
候
。

塩
渓
即
事

広
原
過
去
辞
山
迫　

駆
馬
白
雲
深
処
行　

紅
葉
青
松
峰
万
畳　

碧
潭
翠
石
水
千
莖

懸
崖
当
面
蛟
龍
躍　

桟
道
架
空
煙
霧
横　

日
暮
倚
楼
独
高
唱　

餘
音
縹
渺
入
渓
声

正右
拙
吟
当
地
の
新
聞
紙
上
に
出
さ
れ
候
へ
共
、
御
覧
無
之
事
と
奉
存
候
。
御
叱
正
可
被
下

候
。
塩
原
は
実
に
好
景
色
の
処
ニ
御
座
候
。
一
度
御
覧
相
成
度
、
小
生
ハ
幾
度
に
て
も
ま

ゐ
り
度
と
存
居
候
。

19
：
西
村
時
彦
書
簡
（
一
九
一
一
年
〈
明
治
四
四
〉
一
二
月
二
三
日
、
市
村
宛
147
）

拝
啓
、
其
後
碌
々
御
礼
状
も
不
差
上
、
失
礼
打
過
候
処
に
、
長
翰
到
来
、
懐
徳
堂
遺
書
其
々

御
頒
贈
被
下
候
由
、
御
手
数
奉
謝
候
。
講
演
筆
記
、
速
記
者
病
気
之
為
ニ
延
引
仕
候
得
共
、

近
日
訳
了
の
よ
し
申
来
候
間
、
い
づ
れ
呈
稿
候
。
訂
正
可
相
願
候
。
貴
諭
之
通
、
清
国
動

乱
、史
学
上
之
興
味
申
計
無
之
候
。
電
信
電
話
時
代
之
大
乱
と
て
、三
年
間
之
変
転
ハ
三
ヶ

月
位
に
て
進
み
ゆ
く
有
様
目
く
る
し
き
ほ
と
に
有
之
、
日
々
之
電
報
、
紙
々
の
評
論
ハ
商

榷
箚
記
を
読
む
に
異
な
ら
ず
、
貴
論
も
拝
誦
佩
服
仕
候
。
小
生
も
弊
紙
上
、
清
国
内
乱
史

話
と
題
し
て
四
五
十
回
連
載
、
咄
嗟
之
筆
、
慚
愧
之
至
御
座
候
。
先
ハ
御
返
事
旁
草
々
頓

首
。　
　

十
二
月
廿
三
日　
　

彦　
　

圭
卿
学
兄
研
北

Ⅲ　

教
科
教
育
と
し
て
の
東
洋
史

20
：
桑
原
隲
蔵
書
簡
（
一
九
一
〇
年
〈
明
治
四
三
〉
一
〇
月
一
七
日
、
市
村
宛
132
）

拝
啓
、
其
後
無
音
に
打
ち
過
き
申
居
り
候
処
、
益
御
清
祥
之
条
奉
賀
候
。
小
生
事
本
月
一

日
よ
り
胃
痙
攣
に
苦
し
み
今
日
迄
就
褥
服
薬
致
し
居
り
候
。
併
し
両
三
日
前
よ
り
略
快
癒

に
向
ひ
明
後
日
よ
り
は
登
校
開
講
之
豫
定
に
つ
き
、
御
安
神
被
下
度
候
。
叉
て
今
回
極
秘

密
に
て
文
部
省
よ
り
大
学
総
長
に
高
等
中
学
校
の
学
科
の
時
間
数
諮
問
相
成
り
候
由
に

て
、
総
長
よ
り
学
長
を
経
て
教
授
に
意
見
を
徴
せ
ら
れ
候
。
貴
大
学
も
定
め
て
同
様
の
事

と
遥
察
申
候
が
、
右
の
う
ち
中
学
校
の
方
は
漢
文
を
二
年
よ
り
課
す
る
こ
と
ヽ
相
成
り
居

り
候
が
、
右
は
一
年
よ
り
課
す
る
方
適
当
な
る
べ
く
愚
考
致
し
候
。
次
に
中
学
の
東
洋
史

も
従
来
第
三
学
年
一
年
間
教
授
せ
し
も
の
を
、
今
回
の
改
正
案
に
て
は
単
に
第
三
学
年
の

第
一
学
期
と
第
二
学
期
と
の
み
に
て
東
洋
史
を
授
け
、
第
三
学
期
よ
り
は
西
洋
史
を
授
く

る
や
う
相
成
り
居
り
候
。
右
は
由
々
し
き
大
事
と
存
じ
候
。
御
承
知
之
如
く
高
等
中
学
校

の
歴
史
は
大
抵
は
西
洋
史
又
は
日
本
史
を
主
と
し
、
東
洋
史
を
授
く
る
も
の
甚
だ
稀
な
れ

ば
、
大
学
入
学
生
の
東
洋
史
の
智
識
は
単
に
中
学
の
第
三
学
年
に
て
習
得
せ
し
智
識
に
止

る
故
、
従
来
と
て
も
授
業
上
困
難
を
感
す
る
こ
と
尠
か
ら
ざ
り
し
に
、
今
回
更
に
授
業
時

間
を
減
少
せ
ら
る
ゝ
は
殆
ど
堪
へ
難
き
所
に
て
、
且
は
東
洋
史
科
志
望
者
の
数
も
自
然
減

少
す
る
恐
な
し
と
も
申
し
難
く
候
。
小
生
も
当
地
の
同
僚
と
相
談
之
上
（
内
藤
・
狩
野
二

君
未
だ
帰
朝
致
さ
ず
）、
意
見
提
出
致
す
考
に
候
へ
ど
も
、
貴
兄
に
於
て
も
此
点
然
る
べ

く
御
注
意
有
之
度
、尚
ほ
白
鳥
教
授
と
も
御
談
合
之
上
、相
当
の
方
法
御
講
じ
被
下
候
は
ゞ

幸
甚
に
候
。
右
得
貴
意
度
、
如
斯
に
候
。
褥
中
乱
筆
、
御
判
読
を
煩
は
し
候
。
頓
首
。

　
　

十
月
十
七
日　
　

桑
原
隲
蔵　
　

市
村
学
兄
研
北
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21
：
桑
原
隲
蔵
書
簡
（
一
九
一
七
年
〈
大
正
六
〉
九
月
二
〇
日
、
市
村
宛
202
）

拝
啓
、
秋
冷
之
候
益
御
福
祥
之
条
奉
賀
候
。
陳
は
過
日
小
生
よ
り
差
出
し
置
き
候
検
定
本

試
験
東
洋
史
問
題
、
御
閲
了
被
下
候
や
、
伺
上
候
。
御
意
見
も
有
之
候
は
ゞ
為
念
御
取
捨

添
削
の
程
承
知
い
た
し
置
き
度
候
。
唯
今
主
任
箕
作
博
士
よ
り
来
月
四
日
問
題
打
合
会
開

催
之
旨
御
通
知
被
下
候
が
、
生
憎
矢
野
君
の
送
別
会
有
之
、
小
生
は
特
に
関
係
あ
る
発
起

人
と
し
て
出
席
周
旋
い
た
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
る
責
任
あ
れ
ば
、
今
回
は
上
京
見
合
せ
度
、

万
事
然
る
べ
く
御
取
計
ら
ひ
被
下
度
、
右
差
当
り
こ
の
用
向
の
み
。
匆
々
頓
首
。　
　

九

月
卅
日　
　

桑
原
隲
蔵　
　

市
村
学
兄
案
下

頃
日
仄
聞
い
た
し
候
へ
ば
、
目
下
文
部
省
に
て
中
等
学
校
の
教
科
細
目
を
新
に
作
成
中
の

由
に
て
、
高
師
出
身
者
主
と
し
て
任
に
当
り
、
歴
史
科
に
も
大
変
更
を
加
へ
、
或
は
東
洋

史
の
目
を
廃
し
て
外
国
史
の
一
部
と
な
さ
ん
と
す
る
議
も
あ
る
由
。
万
一
こ
の
議
実
行
さ

れ
ん
か
、
わ
が
東
洋
史
界
に
と
り
て
由
々
し
き
大
事
と
存
じ
候
。
学
校
増
設
の
機
運
熟

し
、
高
等
学
校
増
設
せ
ら
る
ゝ
様
子
な
れ
ば
、
こ
の
際
何
れ
の
高
等
学
校
に
も
必
ず
東
洋

史
を
開
講
す
る
様
い
た
し
度
と
希
望
せ
る
折
柄
、
中
等
学
校
に
て
東
洋
史
の
科
目
か
廃
減

さ
る
ゝ
様
に
て
は
従
来
殆
ど
無
実
な
り
し
高
等
学
校
の
東
洋
史
は
一
層
萎
縮
振
は
さ
る
べ

く
、
従
つ
て
大
学
の
東
洋
史
科
の
威
勢
に
も
影
響
す
べ
し
と
存
じ
候
。
右
事
実
の
有
無
及

び
そ
の
対
策
な
ど
、
御
配
慮
有
之
度
候
。

22
：
桑
原
隲
蔵
書
簡
（
一
九
一
四
年
〈
大
正
三
〉
七
月
九
日
、
市
村
宛
161
）

拝
啓
、
過
日
東
上
の
際
に
匆
率
御
高
話
に
接
す
る
を
得
ず
遺
憾
に
存
じ
居
り
候
。
昨
夜
、

検
定
委
員
会
長
よ
り
通
牒
有
之
、
至
急
主
査
委
員
を
選
定
す
べ
く
、
且
つ
豫
備
試
験
問
題

を
提
出
い
た
す
べ
き
旨
申
越
し
候
。

（
第
一
）
主
査
委
員
の
件
は
従
来
の
慣
例
も
有
之
べ
く
、
万
事
貴
下
の
御
意
見
に
一
任
い
た

し
候
に
つ
き
、
他
の
委
員
諸
君
と
御
協
議
の
上
然
る
べ
く
御
取
計
ら
ひ
置
き
被
下
度
候
。

（
第
二
）
試
験
問
題
の
件
は
過
日
一
寸
面
陳
申
置
き
し
通
り
、
来
る
二
十
日
頃
に
東
上
い

た
し
、
其
節
御
協
議
申
す
べ
き
豫
定
に
候
ひ
し
も
、
か
く
時
日
急
迫
い
た
し
候
上
は
、
不

得
已
貴
下
に
選
定
の
御
面
倒
を
願
ふ
よ
り
詮
方
な
か
る
べ
き
歟
と
信
じ
候
。
歴
史
科
の
委

員
は
小
生
に
と
り
て
初
経
験
の
事
と
て
、
従
前
の
慣
例
、
問
題
の
配
当
、
時
間
の
配
当
等

万
事
不
案
内
に
候
へ
ば
、
今
回
の
豫
備
試
験
の
問
題
選
定
だ
け
は
貴
下
を
煩
は
し
た
し
と

存
じ
候
。
尤
も
御
選
定
相
成
り
候
問
題
は
、
文
部
省
へ
御
提
出
前
一
応
御
内
示
被
下
候

は
ゞ
、
或
は
御
参
考
迄
に
愚
見
を
も
開
陳
し
得
て
好
都
合
に
あ
ら
ざ
る
歟
と
存
じ
候
。
不

取
敢
右
貴
意
を
得
た
く
如
斯
に
候
。
頓
首
。　
　

七
月
九
日
午
前　
　

桑
原
隲
蔵　
　

市

村
学
兄
研
北

追
伸　

唯
今
一
寸
思
ひ
出
で
候
儘
を
左
に
申
述
へ
候
。

⒜�

総
括
的
問
題
な
ら
ば　

天
宝
の
乱
の
顛
末　

若
く
ば　

阿
片
戦
争　

等
如
何
と
存
じ

候
。

⒝
解
釈
説
明
を
要
す
る
問
題
と
し
て
は　

九
品
中
正　

両
税
法

⒞�

固
有
名
詞
に
て
は　

商
鞅　

史
可
法
・
毛
文
龍　

陸
九
淵　

朝
鮮
の
孝
宗
李
淏

な
ど
如
何
と
存
じ
候
。
御
参
考
に
供
し
被
下
候
は
ゞ
本
懐
に
候
。

23
：
桑
原
隲
蔵
書
簡
（
一
九
一
四
年
〈
大
正
三
〉
一
〇
月
五
日
、
市
村
宛
165
）

拝
復
。
貴
翰
披
読
、
委
細
了
承
仕
り
候
。
叉
て
本
試
験
の
問
題
に
つ
い
て
は
小
生
の
愚
見

に
て
は

⑴
唐
と
波
斯
と
の
関
係

⑵
明
代
宦
官
の
専
権

⑶
清
の
太
宗
と
朝
鮮
と
の
交
渉
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⑷
戊
戌
の
政
変

等
の
内
よ
り
少
く
と
も
一
題
は
選
択
い
た
し
た
く
存
じ
候
。
貴
台
御
申
越
し
の
問
題
に
対

し
て
も
固
よ
り
異
議
無
之
候
が
、
但
五
代
形
勢
論
は
題
少
し
く
広
汎
に
失
し
て
受
験
者
が

多
少
解
答
に
当
惑
せ
ざ
る
か
と
の
懸
念
有
之
候
。清
朝
建
国
の
来
歴
は
至
極
賛
成
な
れ
ど
、

之
も
範
囲
少
し
く
広
過
ぐ
る
恐
な
き
か
。
較
々
清
の
太
祖
の
事
業
と
か
、
若
く
ば
明
清
の

交
渉
と
か
少
し
く
具
体
的
に
い
た
し
た
る
方
望
ま
し
か
ら
ん
歟
と
存
じ
候
。
尤
も
小
生
は

歴
史
の
検
定
試
験
に
は
無
経
験
な
れ
ば
、
右
は
杞
憂
に
過
ぎ
さ
る
歟
も
測
ら
れ
ず
。
其
辺

の
こ
と
は
然
る
べ
く
御
取
捨
有
之
度
候
。
人
名
に
つ
い
て
は
大
延
琳
、
蒲
鮮
万
奴
、
何
れ

も
よ
ろ
し
か
る
べ
し
。
但
し
何
れ
も
満
洲
方
面
に
関
係
あ
る
も
の
故
、
其
う
ち
一
に
て
よ

ろ
し
か
る
べ
し
。
之
に
対
し
て
裴
行
倹
か
高
仙
芝
（
若
し
小
生
提
出
の
（
１
）
問
を
問
題

に
決
す
る
場
合
は
除
き
）、
或
は
王
玄
策
な
ど
宜
敷
か
る
べ
き
歟
と
存
じ
候
。
地
名
も
ア

ン
ゴ
ラ
は
よ
ろ
し
け
れ
ど
、
一
層
、
訛
打
剌
か
喀
喇
和
林
、
若
く
ば
渤
海
、
遼
、
金
に
関

係
あ
る
黄
龍
府
な
ど
奈
何
と
存
じ
候
。
御
一
考
被
下
度
候
。
最
後
に
口
頭
試
問
の
件
、
本

人
の
答
案
に
つ
い
て
質
問
を
試
む
る
以
外
、
御
申
越
し
の
如
き
新
案
を
加
ふ
る
も
よ
ろ
し

か
る
べ
し
と
存
じ
候
。
日
本
史
西
洋
史
の
委
員
の
方
々
の
同
意
を
得
る
や
う
、
御
骨
折
望

ま
し
く
候
。
右
不
取
敢
貴
答
ま
で
。
匆
々
頓
首
。　
　

十
月
五
日　
　

桑
原
隲
蔵　
　

市

村
学
兄
案
下

追
白
、
本
試
験
の
日
割
、
殊
に
口
頭
試
問
の
日
取
り
略
定
ま
り
候
は
ゞ
豫
め
な
る
べ
く
早

く
御
内
報
を
煩
は
し
度
候
。
実
は
十
一
月
に
小
生
の
義
弟
の
婚
礼
有
之
候
に
つ
き
、
成
る

べ
く
時
日
衝
突
せ
ざ
る
や
う
用
意
い
た
し
た
く
候
。

24
：
岡
田
良
平
書
簡
（
一
九
一
一
年
〈
明
治
四
四
〉
二
月
一
九
日
、
市
村
宛
135
）

拝
啓
、
益
御
清
勝
奉
賀
候
。
扨
伝
聞
す
る
所
ニ
依
れ
ハ
、
来
る
廿
二
日
頃
茨
城
縣
ニ
於
て

例
の
南
北
朝
問
題
ニ
就
き
演
説
会
を
開
き
、
老
台
に
も
御
講
演
相
願
候
計
画
有
之
由
ニ
御

座
候
所
、
老
台
に
は
未
た
出
席
之
御
承
諾
無
之
候
哉
、
御
伺
申
上
候
。
老
台
に
は
兼
て
教

科
書
之
委
員
相
願
居
候
事
ニ
付
、
委
員
会
に
て
編
纂
し
た
る
教
科
書
ニ
対
し
反
対
意
見
を

発
表
せ
ら
れ
候
ハ
面
白
か
ら
ず
奉
存
候
間
、
万
一
御
講
演
願
出
て
候
者
有
之
と
も
、
可
相

成
ハ
御
謝
絶
相
願
候
様
致
度
希
望
之
至
奉
存
候
。
先
ハ
右
得
貴
意
度
、
如
此
ニ
御
座
候
。

頓
首
。　
　

二
月
十
九
日　
　

良
平　
　

市
村
老
台
侍
史

25
：
井
上
通
泰
書
簡
（
一
九
一
一
年
〈
明
治
四
四
〉
三
月
一
四
日
、
市
村
宛
137
）

拝
啓
、
只
今
文
部
大
臣
に
面
会
仕
、
其
真
意
ヲ
承
候
処
、
ソ
ノ
談
ニ

皇
統
ハ
正
閏
二
系
ニ
ア
ラ
デ
一
系
ト
定
マ
リ
タ
レ
バ
（
此
点
余
ノ
見
ト
異
ナ
レ
ト
文
部
大

臣
ニ
向
ツ
テ
争
フ
ヘ
キ
問
題
ニ
ア
ラ
ス
）、
両
朝
対
立
的
ニ
書
イ
テ
ハ
ナ
ラ
ズ
。
即
名
分

ヲ
正
シ
テ
書
イ
テ
モ
ラ
ヒ
タ
イ
ト
云
ヒ
シ
ノ
ミ
。
サ
レ
ハ
南
北
朝
ト
云
フ
語
ヲ
用
フ
ル
ナ

ト
ハ
云
ハ
ズ
。
書
方
ニ
ヨ
ツ
テ
ハ
ソ
レ
モ
ヨ
キ
ナ
リ
。
タ
ト
ヘ
ハ
（
コ
ノ
例
ハ
小
生
ヨ
リ

持
出
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
文
相
ハ
「
サ
ウ
デ
ス
」
ト
答
ヘ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
問
答
体
ニ

書
イ
テ
ハ
長
ク
ナ
ル
ニ
付
、
ツ
ヽ
メ
テ
書
キ
タ
ル
ナ
リ
）
光
明
践
祚
ノ
処
ニ
、
世
ニ
此
皇

統
ヲ
北
朝
ト
称
シ
、
之
ニ
対
シ
テ
天
皇
ノ
皇
統
ヲ
南
朝
ト
称
ス
ト
書
イ
テ
モ
ヨ
キ
ナ
リ
。

ナ
ホ
渡
部
ニ
申
含
メ
テ
誤
解
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
ス
ベ
シ
。
但
史
料
延
元
元
年
十
一
月
二
日
以
降

ノ
事
ニ
付
テ
ハ
余
ヨ
リ
モ
三
上
ニ
注
意
ス
ベ
シ
。

大
要
ハ
右
ノ
通
ニ
候
。
萩
野
君
始
、
同
志
ノ
人
々
ニ
御
伝
へ
被
下
度
候
。（
但
史
料
ノ
件

ハ
貴
下
ノ
ミ
ニ
申
上
置
候
。）　　

三
月
十
四
日　
　

井
上
生　
　

市
村
兄
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26
：
坪
井
九
馬
三
書
簡
（
一
九
一
一
年
〈
明
治
四
四
〉
三
月
一
六
日
、
市
村
宛
138
）

時
下
不
順
之
候
ニ
御
座
候
へ
と
も
、
益
々
御
機
嫌
克
、
大
慶
此
事
御
座
候
。
就
而
は
本
日

去
る
処
よ
り
鳥
渡
承
候
処
ニ
依
れ
は
、
貴
教
授
は
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
へ
対
し
何
歟
難

詰
か
ま
し
き
書
面
御
差
立
相
成
候
御
趣
旨
有
之
候
哉
に
承
候
。
右
は
何
様
の
御
趣
旨
な
り

哉
一
向
不
承
候
へ
共
、
兎
角
部
内
仝
僚
へ
宛
て
御
宣
戦
と
有
之
候
て
は
事
容
易
な
ら
ず
、

喧
嘩
両
成
敗
歟
、
将
又
勝
敗
の
分
る
ゝ
処
歟
、
孰
れ
と
も
文
科
部
内
之
失
体
ニ
有
之
、
旋

て
は
大
学
全
体
之
失
体
、
文
部
省
之
失
体
、
政
府
之
失
体
と
相
成
候
条
、
能
く
ゝ
ゝ
篤
と

御
考
之
上
御
行
動
被
下
度
候
。
右
乍
憚
御
注
意
申
述
度
如
此
候
。
草
々
。　
　

十
六
日
夜

　
　

九
馬
三　
　

市
村
教
授
殿
硯
北

27
：
田
中
義
成
書
簡
（
一
九
一
一
年
〈
明
治
四
四
〉
七
月
二
〇
日
、
市
村
宛
139
）

謹
啓
、
文
履
益
佳
安
奉
賀
候
。
陳
は
昨
日
教
科
書
総
会
逐
條
議
ニ
入
り
、
劈
頭
の
難
問
題

た
る
後
鳥
羽
天
皇
践
祚
の
件
、
極
力
論
戦
を
試
み
た
る
末
、
起
立
ニ
問
ひ
た
る
に
、
壹
名

の
差
ニ
て
小
生
等
の
案
ハ
失
敗
に
帰
し
候
。
若
シ
吾
兄
の
御
臨
席
あ
り
し
な
ら
ば
勝
を
制

す
る
こ
と
を
得
た
り
し
に
、
残
念
千
万
ニ
候
。
其
上
芳
賀
博
士
も
欠
席
な
り
し
か
ば
、
か

た
ゝ
ゝ
吾
党
は
土
俵
際
ニ
て
失
敗
せ
り
。
遺
憾
々
々
。
乍
併
北
朝
の
天
皇
を
天
皇
と
し
て

掲
ぐ
る
こ
と
は
本
日
朝
日
新
聞
ニ
見
え
た
る
如
く
ニ
て
、
穂
積
博
士
が
其
根
本
の
主
張
を

放
棄
し
て
吾
党
の
議
ニ
従
は
れ
し
ハ
不
思
議
の
現
象
ニ
て
候
ひ
き
。
明
日
又
開
会
之
筈
ニ

候
。
愈
吉
野
朝
廷
の
議
案
ニ
入
り
候
。
兼
々
の
御
持
論
も
有
之
候
事
故
、
明
日
ハ
万
障
御

繰
合
御
臨
席
あ
ら
ん
こ
と
を
切
望
仕
候
。
政
府
党
ハ
昨
日
総
勢
出
揃
居
候
為
め
、
頗
る
優

勢
と
相
成
候
。
何
卒
明
日
ハ
髯
を
奮
て
戦
に
臨
ま
れ
む
こ
と
を
懇
願
仕
候
。
先
は
此
段
得

貴
意
度
、
草
々
不
尽
。　
　
　

義
成
再
行　
　

七
月
廿
日　
　

市
邨
学
兄
研
下

Ⅳ　

再
び
漢
学
の
振
興
へ

28
：
嘉
納
治
五
郎
書
簡
（
一
九
〇
九
年
〈
明
治
四
二
〉
二
月
八
日
、
市
村
宛
122
）

拝
啓
、
過
日
御
内
話
致
置
候
通
り
、
来
十
五
日
（
月
曜
日
）
有
志
拙
宅
に
寄
合
ひ
、
孔
子

祭
典
会
展
覧
会
ニ
関
し
御
談
合
致
度
存
候
間
、午
後
五
時
御
枉
駕
被
下
度
奉
存
候
。
敬
具
。

二
月
八
日　
　

嘉
納
治
五
郎　
　

市
村
瓚
次
郎
様

追
て
粗
末
な
が
ら
夕
飯
の
用
意
致
置
候
。

29
：
瀧
川
亀
太
郎
書
簡
（
一
九
〇
七
年
〈
明
治
四
〇
〉
二
月
一
四
日
、
市
村
宛
101
）

拝
啓
、
益
御
清
穆
賀
上
候
。
扨
孔
子
祭
典
會
も
愈
成
立
、
此
四
月
よ
り
擧
行
ニ
相
成
候
事

ニ
決
定
い
た
し
候
由
、
可
喜
事
ニ
候
。
此
地
之
孔
子
會
も
先
頃
総
會
ニ
て
規
則
を
取
極
申

候
。
目
的
之
處
ハ
小
生
之
起
草
ニ
而
、
本
會
ハ
先
聖
孔
子
を
憲
章
し
斯
道
を
闡
明
す
る
ニ

在
り
と
有
之
候
を
、
来
會
之
奥
宮
と
申
控
訴
院
之
検
事
長
と
、
青
山
と
申
す
辯
護
士
、
憲

法
之
憲
と
文
章
之
章
の
字
と
合
し
た
る
熟
語
ハ
如
何
な
る
義
な
る
や
な
と
の
質
問
有
之
、

成
る
へ
く
普
通
ニ
わ
か
る
方
よ
か
る
べ
し
と
、
先
聖
孔
子
を
尊
崇
し
云
々
と
訂
正
い
た
し

候
。
し
か
し
其
會
ニ
ハ
教
員
、
裁
判
官
、
辯
護
士
、
神
官
、
僧
侶
、
官
吏
、
國
會
、
縣
會
、

市
會
之
議
員
も
列
席
、
唯
基
督
教
之
宣
教
師
を
見
さ
る
か
何
と
な
く
物
足
ら
ぬ
心
地
い
た

し
候
。
羅
馬
字
反
對
之
御
意
見
、
教
育
會
雜
志
ニ
出
て
候
由
、
未
た
拝
讀
不
致
候
へ
と
も
、

同
僚
三
好
子
之
話
ニ
よ
れ
ハ
、
條
理
井
々
至
極
尤
之
義
と
い
ふ
事
な
り
。
い
つ
れ
拝
見
之

上
、
愚
見
可
申
上
候
。
先
般
御
願
い
た
し
候
友
部
伸
吉
之
一
条
、
如
何
ニ
候
哉
。
い
そ
き

候
譯
ニ
も
無
之
候
へ
と
も
、
役
ニ
立
つ
人
物
を
田
舎
ニ
老
死
せ
し
む
る
も
惜
し
き
事
故
、

人
物
経
済
之
上
よ
り
申
上
げ
た
る
義
、
先
方
之
模
様
相
知
れ
候
へ
ハ
、
御
返
事
願
上
候
。

君
格
新
年
之
賀
詞
も
く
れ
あ
ず
、
壮
健
と
ハ
存
候
へ
と
も
、
本
来
蒲
柳
之
質
、
懸
念
之
至

候
。
近
状
御
承
知
ニ
候
ハ
ヽ
、
御
し
ら
せ
被
下
度
候
。
寒
餘
殊
厳
、
切
望
千
萬
保
嗇
。
頓
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首
。　

二
月
十
四
日　

亀
太
郎　

器
堂
老
兄
侍
史

30
：
宇
野
哲
人
書
簡
（
一
九
一
一
年
〈
明
治
四
四
〉
一
一
月
三
日
、
市
村
宛
144
）

御
葉
書
難
有
拝
見
仕
候
。
両
学
会
合
併
之
議
起
り
候
由
、
至
極
之
至
ニ
奉
存
候
。
折
節
小

生
風
邪
引
籠
り
治
療
中
ニ
有
之
候
ひ
し
故
、
中
村
久
四
郎
君
ニ
委
細
御
依
頼
申
上
置
候

処
、
本
日
同
君
ニ
出
会
、
其
後
の
成
行
を
拝
承
致
候
ふ
処
ニ
よ
れ
ハ
、
研
究
会
一
般
に
も

合
併
之
議
は
歓
迎
の
意
嚮
ニ
有
之
候
由
に
て
、
去
る
一
日
牛
込
清
風
亭
に
て
編
輯
会
開
か

れ
候
に
つ
き
、
其
席
上
ニ
漢
文
学
会
委
員
の
御
来
駕
を
待
つ
旨
、
中
村
君
よ
り
申
送
ら
れ

候
ひ
し
も
、
遂
ニ
漢
文
学
会
委
員
の
来
会
無
之
か
り
し
由
。
従
つ
て
同
日
の
会
合
に
て
合

併
の
議
熟
す
る
迄
編
輯
を
待
た
は
又
一
日
々
々
と
延
引
す
へ
け
れ
ハ
と
て
、
合
併
談
は
進

行
し
つ
ゝ
、
第
一
号
ハ
こ
の
際
成
る
へ
く
遅
延
無
之
発
行
致
し
度
と
衆
議
一
決
致
候
由
ニ

御
座
候
。
御
思
召
も
如
何
と
存
候
へ
と
も
、
右
の
次
第
ニ
有
之
候
由
に
つ
き
、
左
様
御
了

知
被
下
度
、
先
ハ
乍
延
引
右
御
か
へ
し
ま
て
如
此
ニ
御
座
候
。
拝
具
。　
　

十
一
月
三
日

　
　

宇
野
哲
人　
　

市
村
先
生
侍
史

31
：
西
村
時
彦
書
簡
（
一
九
一
八
年
〈
大
正
七
〉
三
月
六
日
、
市
村
宛
206
）

尊
翰
拝
見
、
御
壮
康
不
堪
大
賀
候
。
陳
は
、
斯
文
學
會
御
刷
新
御
計
畫
、
賛
成
に
御
座
候
。

鄙
名
御
加
之
事
、
毛
頭
異
存
無
之
、
将
来
ハ
懐
徳
堂
と
呼
應
し
て
實
効
を
期
し
度
も
の
と

存
候
。
交
友
凋
落
之
感
、
御
同
様
に
存
候
。
昨
冬
、
瀧
川
子
信
に
す
ゝ
め
て
鬚
髯
を
剪
れ

と
申
遣
候
處
、
未
練
有
之
と
相
見
申
候
。
老
境
ハ
若
々
し
き
か
よ
ろ
し
。
我
兄
ノ
髯
も
白

き
也
、
可
剪
去
也
。
時
下
御
自
愛
是
所
祈
候
。
匆
々
拝
覆
。
戊
午
三
月
初
六　
　

弟
時
彦

　
　

圭
卿
老
兄
道
安　

碩
園
之
新
号
不
評
判
之
由
、
小
生
ハ
故
郷
忘
し
難
し
の
意
に
出
申
候
。
故
郷
ノ
舊
廬
ハ
大

園
と
申
字
ニ
有
之
候
。

Ⅵ　

詩
文
実
作
者
と
し
て
の
中
国
学
者
た
ち

36
：
漢
学
者
・
漢
詩
人
揮
毫
屏
風
（
八
曲
一
双
）

①
阪
本
蘋
園
七
言
絶
句

豆
南
春
色
雨
餘
濃　

野
雉
声
中
人
駐
笻　

欲
往
従
之
海
雲
表　

温
乎
其
貌
見
芙
蓉

皓
堂
先
生
鑑
正　
　

蘋
園
七
十
六
翁
釤

②
前
田
慧
雲
七
言
絶
句

浴
沂
時
節
午
風
和　

湧
浦
湾
頭
一
棹
過　

帯
得
花
紅
与
松
翠　

靄
中
楼
閣
暎
清
波

丁
巳
四
月
十
八
日
趂
湧
浦
舟
中　
　

止
舟
道
人
草

③
細
田
剣
堂
七
言
絶
句

仏
唱
無
神
蘇
有
神　

由
来
蘇
物
不
知
神　

道
在
眼
前
君
看
取　

良
心
明
処
是
真
神

剣
堂
謙

④
岡
田
剣
西
七
言
絶
句

天
辺
大
月
桂
香
浮　

来
照
松
花
江
上
楼　

胡
酒
蛮
殽
饒
逸
興　

満
洲
窮
北
値
中
秋

哈
爾
賓
雑
詠　
　

剣
西
学
人

⑤
渡
貫
香
雲
五
言
絶
句

託
跡
風
塵
底　

騁
情
丘
壑
間　

高
人
不
可
見　

雲
隔
万
重
山

寄
懐
皓
堂
学
人
仁
兄
幷
政　
　

香
雲
詩
湧
浦
艸

⑥
上
夢
香
七
言
絶
句

喬
杉
老
柏
環
神
壇　

憶
得
武
尊
茲
駐
鞍　

終
古
凄
涼
薄
氷
嶺　

吾
嬬
不
見
雲
漫
々

碓
嶺
避
暑　
　

夢
香
上
真
行

⑦
上
村
売
剣
五
言
絶
句
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掃
蕩
是
非
事　

春
風
以
平
等　

晴
窓
憙
宵
眠　

夢
上
芙
蓉
頂

売
剣
道
人

⑧
服
部
擔
風
七
言
絶
句

衡
門
之
下
避
時
名　

喊
菜
曾
無
一
事
成　

好
咲
三
家
村
学
究　

却
遭
郷
敝
喚
先
生

擔
風
老
人

⑨
落
合
東
郭
七
言
絶
句

雲
鎖
峰
巒
幾
日
陰　

飢
猿
求
食
出
寒
林　

華
厳
瀑
布
凍
無
響　

疏
月
山
中
残
雪
深

聞
客
話
晃
山　
　

東
郭
散
人

⑩
高
野
竹
隠
七
言
絶
句

連
山
漫
壑
入
暮
煙　

万
竹
蕭
々
月
皎
然　

昨
夢
逍
遥
空
名
裏　

独
歌
高
頌
和
風
泉

皓
堂
老
兄
正　
　

竹
隠
弟
清
雄

⑪
近
藤
物
庵
七
言
絶
句

落
葉
手
排
探
葆
光　

年
々
楽
事
属
秋
陽　

蕈
児
不
比
崑
山
璞　

帯
去
庖
厨
更
有
香

秋
山　
　

物
安

⑫
土
屋
鳳
洲
七
言
絶
句

蟠
踞
群
酋
勢
陸
梁　

鶏
夷
巣
窟
肅
辺
疆　

勿
来
関
外
桜
雲
白　

一
屋
飛
花
此
啓
行

詠
史　
　

八
十
一
齢
弘

⑬
諸
橋
止
軒
書

唐
棣
之
華
。
偏
其
反
而
。
豈
不
爾
思
。
室
是
遠
而
。
子
曰
、
未
之
思
也
。
夫
何
遠
之
有
。

甲
戌
秋
日　
　

田
保
橋
先
生
高
嘱　
　

止
軒
学
人

⑭
岡
崎
春
石
七
言
絶
句

両
岸
青
山
影
倒
酒　

清
波
一
道
漲
渓
潭　

露
華
紅
滴
孤
篷
上　

百
尺
層
厓
放
石
楠

春
石
山
人

⑮
市
村
器
堂
七
言
絶
句

天
連
北
極
水
雲
長　

少
海
窮
辺
流
鬼
鄕　

夜
月
荒
寒
空
峡
上　

可
無
杯
酒
酹
林
蔵

送
人
赴
樺
太　
　
　

器
堂

⑯
内
田
遠
湖
五
言
絶
句

夕
雨
洗
林
樾　

竹
窓
涼
味
加　

読
書
方
了
訳　

間
雲
聴
鳴
蛙

遠
湖
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主
要
参
考
文
献

・�『
東
洋
学
会
雑
誌
』
東
洋
学
会
、
一
八
八
六
～
一
八
九
〇
年
。

・『
南
北
朝
正
閏
論
纂
』
山
崎
藤
吉
・
堀
江
秀
雄
編
、
一
九
一
一
年
。

・『
清
国
行
政
法
』
台
湾
旧
慣
制
度
調
査
会
、
一
九
一
〇
～
一
九
一
五
年
。

・『
碩
園
先
生
追
悼
録
』
懐
徳
堂
堂
友
会
、
一
九
二
五
年
。

・『
東
京
帝
国
大
学
卒
業
生
氏
名
録
』
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
二
六
年
。

・「
林
泰
輔
年
譜
」『
支
那
上
代
之
研
究
』
光
風
館
書
店
、
一
九
二
七
年
。

・『
斯
文
六
十
年
史
』
斯
文
会
、
一
九
二
九
年
。

・「
市
村
博
士
年
譜
略
」『
市
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
冨
山
房
、
一
九
三
三
年
。

・『
常
総
の
漢
詩
人
』
富
村
登
遺
稿
出
版
後
援
会
、
一
九
六
五
年
。

・
山
本
四
郎
「
南
北
朝
正
閏
問
題
に
つ
い
て
」『
史
林
』
五
六
―
三
、一
九
七
三
年
。

・『
東
洋
学
の
系
譜
』
第
一
集
・
第
二
集
、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
二
・
一
九
九
四
年
。

・『
三
島
中
洲
の
学
芸
と
そ
の
生
涯
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
。

・『
懐
徳
堂
事
典
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
。

・
倉
石
武
四
郎
『
本
邦
に
お
け
る
支
那
学
の
発
達
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
。

・『
講
座　

近
代
日
本
と
漢
学
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
九
～
二
〇
二
〇
年
。
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二
松
学
舎
大
学
歴
史
文
化
学
科
開
設
記
念
展
示

　
黎
明
期
の
歴
史
学

　
　

︱
東
洋
史
学
者
市
村
瓚
次
郎
資
料
か
ら
︱

発
行
日　

令
和
四
年
三
月
一
日

編
集
者　

大
学
資
料
展
示
室
運
営
委
員
会

発
行
者　

二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館

　
　
　
　

〒
一
〇
二
―
八
三
三
六

　
　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
六
―
一
六

印　

刷

製　

本　

株
式
会
社　

サ
ン
セ
イ

（非売品）� 2022 Ⓒ

　

編
者
は
こ
れ
ま
で
東
京
大
学
古
典
講
習
科
に
つ
い
て
た
び
た
び
言

及
し
て
き
た
。
今
回
の
展
示
で
取
り
上
げ
た
市
村
瓚
次
郎
も
古
典
講

習
科
出
身
者
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
る
か
ら
、
処
々
方
々
よ
り
「
ま

た
か
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
が
、
今
回
の
資
料
は
、

近
年
、
本
学
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ
る
。
市
村
瓚
次
郎
の
来
簡
を
中
心
と
し
た
極
め
て
地
味

な
展
示
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
帝
国
主
義
時
代
に
お
け
る
政
治
外
交
と
学
問
、
ま
た
国

内
に
お
け
る
国
体
論
の
形
成
と
国
漢
・
歴
史
教
科
の
関
与
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
▲
編
者
が
古
典
講
習
科
に
関
心
を
持
つ
理
由
は
、
一
八
八
〇
年
代
の
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
黎
明
期
に
お
け
る
人
文
学
の
様
相
を
知
ろ
う
と
す
る
場
合
に
こ
れ
が
恰
好
の

題
材
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
今
日
「
国
漢
」
や
「
東
洋
史
」
と
い
っ
た
窓
か
ら

見
え
る
景
色
が
見
て
い
た
だ
く
方
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
う
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
偏
に
編
者
の
力
量
の
無
さ
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
る
。
世
界
情
勢
が
大
き
く
転

換
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
過
去
の
学
問
が
持
っ
て
い
た
政
治
社
会
と
切
り
結
ぶ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
を
感
じ
取
り
、関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。▲
今
回
も
、展
示
に
当
た
っ

て
は
館
長
を
は
じ
め
と
す
る
附
属
図
書
館
の
諸
氏
、
お
よ
び
丸
善
雄
松
堂
の
山
崎
和
正
氏

に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
ま
た
図
録
に
掲
載
し
た
写
真
撮
影
に
あ
た
り
、
東
ア
ジ
ア

学
術
総
合
研
究
所
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
鈴
置
拓
也
助
手
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。�

（
町　

泉
寿
郎
）

編
集

後
記
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